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一　

本
稿
の
意
義

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
た
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
旧
著
（
1
）

に
お
い
て
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
裁
判
員
法
」
と
い
う
）
の
立
法
過
程
を
描
写
す
る

と
と
も
に
、
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
際
に
理
論
的
な
障
壁
と
な
る
「
民
主
的
司
法
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
問
題
を
検

討
し
た
う
え
で
、
同
法
に
基
づ
く
裁
判
員
制
度
の
意
義
に
つ
い
て
討
議
民
主
主
義
（deliberative dem

ocracy

）
理
論
に
基
づ
き
再
構
成
を

試
み
た
。
同
書
に
お
け
る
筆
者
の
主
た
る
問
題
関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
憲
法
学
及
び
政
治
学
の
世
界
で
近
時
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
討

議
民
主
主
義
理
論
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
理
論
を
国
民
の
司
法
参
加
の
意
義
の
基
礎
づ
け
へ
応
用
し
う
る
か
否
か
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、
現
に
存
在
す
る
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

論　

説

（
一
〇
四
五
）
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一
〇
四

施
行
後
五
年
以
上
を
経
て
、
わ
が
国
の
刑
事
裁
判
制
度
と
し
て
ほ
ぼ
定
着
し
た
と
い
え
る
こ
の
裁
判
員
制
度
に
関
し
て
、
筆
者
は
、
本

稿
に
お
い
て
、
そ
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
裁
判
員
制
度
を
合
憲
と
判
示
し
た
最
大
判
平
成
二
三
年

一
一
月
一
六
日
刑
集
六
五
巻
八
号
一
二
八
五
頁
の
内
容
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
論
点
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
そ
し
て
、
判
例
が
い
う
と
こ
ろ
の
制
度
を
合
憲
と
基
礎
づ
け
る
本
質
的
要
素
を
析
出
す
る
（
2
）

。

こ
の
平
成
二
三
年
大
法
廷
判
決
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
憲
法
の
基
本
的
原
理
に
依
拠
し
た
う
え
で
、
制
度
を
合
憲
と
す
る
結
論
を
導

き
出
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
調
査
官
解
説
に
よ
れ
ば
、「
問
題
は
、
い
わ
ば
「
自
由
主
義
の
原
理
」
と
「
民
主
主
義
の
原
理
」
と
の
関
係

の
理
解
如
何
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
」
り
、
そ
の
よ
う
な
「
問
題
意
識
が
本
判
決
の
背
景
に
も
あ
る
」
と
い
う
（
3
）

。
こ
れ
ら
の

基
本
的
原
理
が
制
度
の
憲
法
適
合
性
の
判
断
に
際
し
て
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
点
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
に
対
し
て
、

は
た
し
て
十
分
な
考
察
が
判
決
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
本
判
決
が
、
こ
れ
ら
憲
法
の
基
本
的
原
理
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
と
ら
え
方
は
妥
当
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

平
成
二
三
年
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
構
成

最
大
判
平
成
二
三
年
一
一
月
一
六
日
刑
集
六
五
巻
八
号
一
二
八
五
頁
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
、
判
決
文
の
構
成
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

1　

事
件
の
概
要
と
下
級
裁
判
所
の
判
断

事
件
の
概
要
は
、
日
本
在
住
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
の
女
性
（
被
告
人
）
が
、
氏
名
不
詳
者
ら
と
共
謀
し
て
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
国
際

（
一
〇
四
六
）
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一
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五

空
港
に
お
い
て
覚
せ
い
剤
一
、九
九
一
・
二
グ
ラ
ム
を
機
内
預
託
手
荷
物
と
し
て
航
空
機
に
搭
載
し
、
営
利
目
的
で
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
と

こ
ろ
、
成
田
国
際
空
港
の
旅
具
検
査
場
で
税
関
職
員
に
発
見
さ
れ
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
、
関
税
法
等
に
違
反
す
る
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

本
件
は
、
裁
判
員
法
二
条
一
項
一
号
に
基
づ
き
、
第
一
審
で
は
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
で
審
理
裁
判
が
行
わ
れ
、
被
告
人
は
懲

役
九
年
及
び
罰
金
四
〇
〇
万
円
に
処
さ
れ
た
（
千
葉
地
判
平
成
二
二
年
一
月
一
八
日
刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
五
一
頁
（
4
））。

こ
の
第
一
審
判
決
に
対
し
て
、
被
告
人
は
控
訴
し
、
事
実
誤
認
及
び
量
刑
不
当
の
ほ
か
、
裁
判
員
制
度
が
違
憲
で
あ
る
旨
を
主
張
し
た
。

控
訴
審
に
お
け
る
被
告
人
に
よ
る
違
憲
主
張
は
、
㈠
裁
判
官
で
な
い
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
関
与
し
た
と
い
う
点
で
、
下
級
裁
判
所
の
裁

判
官
の
任
命
方
法
を
定
め
た
憲
法
八
〇
条
一
項
に
違
反
し
、
㈡
裁
判
員
法
に
基
づ
き
構
成
さ
れ
た
原
審
の
判
決
裁
判
所
が
、
憲
法
七
六
条

二
項
が
設
置
を
禁
止
す
る
特
別
裁
判
所
に
該
当
す
る
と
の
二
点
で
あ
る
が
、
東
京
高
判
平
成
二
二
年
六
月
二
一
日
刑
集
六
五
巻
八
号

一
三
六
三
頁
は
、
㈠
に
つ
い
て
、
憲
法
が
裁
判
官
を
下
級
裁
判
所
の
基
本
的
な
構
成
員
と
し
て
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

下
級
裁
判
所
の
構
成
員
が
す
べ
て
裁
判
官
で
占
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
憲
法
は
下
級
裁

判
所
の
設
置
に
つ
い
て
「
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」（
憲
法
七
六
条
一
項
）
と
し
て
お
り
、
裁
判
官
以
外
の
者
が
裁
判
に
加
わ
る
こ

と
を
禁
止
し
た
明
文
の
規
定
を
置
い
て
お
ら
ず
、
憲
法
制
定
当
時
の
立
法
者
の
意
図
（
5
）

と
し
て
も
国
民
の
参
加
す
る
裁
判
を
許
容
し
、
あ
る

い
は
少
な
く
と
も
排
除
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、
八
〇
条
一
項
違
反
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
㈡
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
に
司
法
権
を
行
う
通
常
の
系
列
に
属
す
る
下
級
裁
判
所
と
し
て
裁
判
所
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
刑
事
事
件
を

処
理
す
る
た
め
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
憲
法
七
六
条
二
項
に
い
う
特
別
裁
判
所
に
当
た
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
と
し
て
、
い
ず
れ
も
被
告
人
の
主
張
を
斥
け
た
。

（
一
〇
四
七
）
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一
〇
六

そ
こ
で
、
被
告
人
が
上
告
し
た
。

2　

最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
構
成

最
高
裁
判
所
大
法
廷
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
六
日
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
か
つ
個
別
意
見
を
一
切
付
す
る
こ
と
な
く
、

上
告
を
棄
却
す
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

最
高
裁
判
所
の
判
決
文
は
、
弁
護
人
の
上
告
趣
意
書
に
応
答
す
る
形
で
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
刑
集
六
五
巻
八
号
一
二
九
二
頁

か
ら
始
ま
る
第
1
の
部
分
、
す
な
わ
ち
弁
護
人
が
裁
判
員
法
の
憲
法
違
反
を
争
う
点
が
本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
。
そ
の
他
の
部
分

（
一
三
〇
二
頁
の
第
2
の
部
分
）
は
、
単
な
る
法
令
違
反
、
事
実
誤
認
、
量
刑
不
当
の
主
張
で
あ
る
と
し
て
、
最
高
裁
に
よ
っ
て
、
適
法
な

上
告
理
由
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
も
っ
ぱ
ら
第
1
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
検
討
す
る
。

第
1
の
部
分
は
、
四
つ
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
1
に
お
い
て
、
上
告
趣
意
書
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
（
一
二
九
二
頁
）、
2

で
、
国
民
の
司
法
参
加
が
一
般
に
憲
法
上
禁
じ
ら
れ
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
（
一
二
九
三
│
一
二
九
六
頁
）、
3
で
、
裁
判
員
法
に
よ
る
裁

判
員
制
度
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
憲
法
に
違
反
す
る
点
が
あ
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
る
（
一
二
九
六
│
一
三
〇
一
頁
）。
4
で
は
、
裁

判
員
制
度
の
意
義
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
所
の
理
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
一
三
〇
一
│
一
三
〇
二
頁
）。

3　

最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
の
内
容

平
成
二
三
年
最
高
裁
大
法
廷
判
決
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
数
の
評
釈
が
公
表
さ
れ
て
お
り
（
6
）

、
判
決
の
要
旨
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
同
様
に
判
旨
を
挙
げ
る
の
で
は
な
く
、
判
決
の
全
体
構
造
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
以
下
で
、
そ
の
内
容
を
図

（
一
〇
四
八
）
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一
〇
七

示
す
る
こ
と
と
す
る
（
7
）

。

4　

弁
護
人
の
上
告
趣
意
書
・
検
察
官
の
答
弁
書
と
最
高
裁
判
決
と
の
呼
応
関
係

上
告
申
立
人
た
る
被
告
人
の
弁
護
人
の
上
告
趣
意
書
（
そ
の
補
充
書
を
含
む
（
8
））

で
は
、「
判
決
裁
判
所
（
第
一
審
）
が
憲
法
に
従
っ
た
構
成

を
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
」
を
理
由
と
す
る
憲
法
違
反
の
主
張
の
ほ
か
に
、
事
実
の
誤
認
と
量
刑
の
加
重
の
違
法
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
憲
法
問
題
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

そ
も
そ
も
、
弁
護
人
は
、「「
裁
判
員
制
度
」
は
…
…
多
種
多
数
の
憲
法
問
題
を
包
含
し
て
い
る
」
が
、「
本
件
で
の
上
訴
理
由
と
し
て

は
、
最
も
単
純
で
明
快
な
問
題
と
し
て
、
憲
法
第
80
条
第
1
項
本
文
前
段
の
「
正
規
裁
判
官
（
9
）

」
の
任
命
制
度
と
裁
判
員
法
の
「
裁
判
員
」

の
選
任
制
度
と
の
齟
齬
矛
盾
の
問
題
だ
け
を
と
り
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
」
と
明
記
し
て
い
る
（
10
）

。
す
な
わ
ち
、
弁
護
人
は
、
上
告
審
に
お
い

て
、
憲
法
八
〇
条
一
項
本
文
前
段
と
七
六
条
一
項
・
二
項
前
段
の
二
か
条
の
み
の
憲
法
適
合
性
を
争
点
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
検
察
官
の
答
弁
書
も
、
憲
法
八
〇
条
一
項
違
反
の
主
張
と
七
六
条
二
項
違
反
の
主
張
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す

る
も
の
と
い
う
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
（
11
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
判
所
大
法
廷
は
、
八
〇
条
一
項
及
び
七
六
条
一
項
・
二
項
以
外
の
憲
法
条
項
（
一
八
条
後
段
、
三
一
条
、
三
二

条
、
三
七
条
一
項
、
七
六
条
三
項
）
に
つ
い
て
も
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、「
お
よ
そ
裁
判
所
で
は
、
当
事
者
が
こ
の
点
に
つ
い
て
判

断
し
て
く
れ
と
申
し
立
て
て
き
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
判
断
す
る
の
が
原
則
で
、
当
事
者
が
申
し
立
て
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
判
断
す

る
こ
と
は
で
き
」
な
い
と
し
た
う
え
で
、
本
件
で
は
、
弁
護
人
が
上
告
趣
意
書
に
お
い
て
違
反
す
る
と
す
る
憲
法
条
項
を
限
定
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
本
件
大
法
廷
判
決
で
は
、
当
事
者
が
判
断
を
求
め
て
い
な
い
憲
法
一
八
条
違
反
と
い
う
論
点
…
…
に
つ
い
て
も
、
ほ
し

（
一
〇
四
九
）
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一
〇
八

1　所論の概要
①　憲法に国民の司法参加を想定した規定はなく、憲法 80 条 1 項は下級裁判
所が裁判官のみによって構成されることを定めると解される
→裁判員の参加する裁判体は憲法にいう「裁判所」に当たらない
→裁判員制度は、
・ 何人に対しても裁判所において裁判を受ける権利を保障
した憲法 32 条、
・全ての刑事事件において被告人に公平な裁判所における
迅速な公開裁判を保障した憲法 37 条 1 項
その手続は適正な司法手続とはいえないので、
・全て司法権は裁判所に属すると規定する憲法 76 条 1 項、
・適正手続を保障した憲法 31 条

②　裁判官は裁判員の判断に影響・拘束されるから、
・裁判官の職権行使の独立を保障した憲法 76 条 3 項 に違反する

③　裁判員が参加する裁判体は、通常の裁判所の系列に位置するものである
から、
・憲法 76 条 2 項により設置が禁止されている特別裁判所 に該当する

④　制度が裁判員となる国民に憲法上の根拠のない負担を課すものであるから、
・意に反する苦役に服させることを禁じた憲法 18 条後段 に違反する

2　国民の司法参加が一般に禁じられているか否か
⑴　憲法に明文の規定が置かれていないことが、直ちに国民の司法参加の禁
止を意味するものではない
憲法上、刑事裁判に国民の司法参加が許容されているか否かは、
ａ　憲法が採用する統治の基本原理や刑事裁判の諸原則
ｂ　憲法制定当時の歴史的状況を含めた憲法制定の経緯
ｃ　憲法の関連規定の文理
 を総合的に検討して判断されるべき
⑵Ａ　刑事裁判は強大な国権の行使であるから、多くの近代民主主義国家で
は、刑事裁判権の行使が適切に行われるよう種々の原則が確立されてき
た。憲法 31 条から 39 条までの 適正な刑事裁判を実現するための諸原則
は普遍的である
Ｂ　刑事裁判を行うに当たっては、諸原則が厳格に遵守されなければなら
ず、それには高度の法的専門性が要求される
Ｃ　憲法は、諸原則を規定し、かつ、第 6章で、裁判官の職権行使の独立
と身分保障について周到な規定を設けている
→Ａ～Ｃを総合考慮すると、憲法は、刑事裁判の基本的な担い手 として
裁判官を想定していると考えられる

に違反する

に違反する

（
一
〇
五
〇
）
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⑶Ａ　歴史的、国際的な視点から見ると、
欧米諸国では、上記手続保障とともに、18 世紀から 20 世紀前半にかけ
て、民主主義の発展に伴い、国民が直接司法に参加することにより、裁
判の国民的基盤を強化し、その正統性を確保しようとする流れが広がった
20 世紀半ばには、欧米の民主主義国家の多くで陪審制・参審制が採用
されていた
我が国でも、旧憲法下で、1923 年に陪審法が制定され、1928 年に陪審

裁判が実施され、1943 年に停止された
Ｂ　憲法は、前文で国民主権の原理を宣言した。上記時代背景とこの基本
原理の下で、司法権の内容を具体的に定めるに当たっては、国民の司法
参加が許容されるか否かについても関心が払われていた。すなわち、
・「裁判官による裁判」から「裁判所における裁判」への表現が改められ
た（旧憲法 24 条と憲法 32 条・37 条 1 項との比較）
・憲法第 6章で、下級裁判所について裁判官のみで構成される旨を明示
した規定がない（最高裁判所の規定との比較）
→上記の憲法の文理面から、憲法制定当時の政府部内では、陪審制や
参審制を採用することも可能であると解されていたことが認められる
・この理解は、枢密院の審査委員会でも提示され、憲法制定議会で
憲法改正担当国務大臣による答弁でも示された
・法律による刑事陪審制度の創設を妨げない旨を規定する裁判所法
3条 3項（＝憲法と同時に施行）とも符合する
・憲法制定に際し、陪審制が存在していたことと、刑事裁判に関す
る諸規定が主に米国の刑事司法を念頭において検討されたことなど
→議論が陪審制を中心として行われているが、参審制を排除する
趣旨は認められない

Ｃａ　刑事裁判に国民が参加して
　　民主的基盤の強化を図ること

＋
ｂ　人権保障を全うしつつ
　　刑事裁判の使命を果たすこと

 ……決して相容れないものではない
このことは、陪審制・参審制を有する欧米諸国の経験に照らして
も、基本的に了解し得る

⑷Ａ　国民の司法参加と適正な刑事裁判を実現するための諸原則とは、十分
に調和させることが可能であり、憲法上国民の司法参加がおよそ禁じら
れていると解すべき理由はない
Ｂ　国民の司法参加に係る制度の合憲性は、具体的に設けられた制度が、 
 適正な刑事裁判を実現するための諸原則 に抵触するか否かによって決せ
られるべき

（
一
〇
五
一
）
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＝憲法は、一般的には国民の司法参加を許容しており、これを採用する
場合には、上記諸原則が確保されている限り、陪審制とするか参審制
とするかを含め、その内容を立法政策に委ねていると解される【要旨
1】

3　裁判員法による裁判員制度の具体的な内容について憲法に違反する点が
あるか否か
⑴　所論①（憲法 31 条、32 条、37 条 1 項、76 条 1 項、80 条 1 項違反）につ
いて
Ａ　憲法 80 条 1 項が、裁判所は裁判官のみによって構成されることを要求
しているか否かは、憲法が国民の司法参加を許容しているか否かに帰着
する問題である。憲法は、下級裁判所については、国民の司法参加を禁
じているとは解されない
→裁判員裁判の裁判体は、憲法上の「裁判所」に当たらないとはいえない
Ｂ　問題は、裁判員裁判の裁判体が、刑事裁判に関する憲法上の要請に適
合した「裁判所」といい得るか否かである
Ｃ　裁判員法の規定
ａ　原則として、裁判官 3名及び裁判員 6名によって裁判体を構成する
（ 2条 2項、3項）
ｂ　裁判員は、有権者からくじによって候補者が選定され、不公正な裁
判をするおそれがある者、あるいは検察官・被告人から不選任請求さ
れた者などが除かれたうえで、残った候補者からさらにくじ等の方法
に従って選任される（13 条～ 37 条）
ｃ　解任制度により、判決に至るまで裁判員の適格性が確保される（41
条、43 条）
ｄ　裁判員は、裁判官とともに合議体を構成し、事実の認定・法令の適
用・刑の量定について合議し、法令の解釈に係る判断・訴訟手続に関
する判断等は裁判官に委ねられている（ 6条）
ｅ　裁判員は、法令に従い公平誠実にその職務を行う義務を負う（ 9条）。
裁判官・検察官・弁護人は、裁判員がその職責を十分に果たし得るよ
う、審理を迅速で分かりやすいものとすることに努めなければならな
い（51 条）
ｆ　評議は、裁判官と裁判員が対等の権限を有し、その合議によるもの
とされる（ 6条 1項、66 条）。その際、裁判長は、法令に関する説明
を丁寧に行うとともに、評議を分かりやすいものとなるよう整理し、
裁判員が発言する機会を十分に設けるなど、裁判員がその職責を十分
に果たすことができるよう配慮しなければならない（66 条 5 項）
ｇ　評決は、裁判官と裁判員の双方の意見を含む合議体の員数の過半数
の意見による（67 条）

（
一
〇
五
二
）
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ｈ　評議における自由な意見表明を保障するために、評議の経過等に関
する守秘義務を設ける（70 条 1 項）。裁判員に対する請託・威迫等は
罰則をもって禁止されている（106 条、107 条）
→・裁判員裁判の裁判体は、身分保障の下で独立して職権を行使する
ことが保障された裁判官と、公平性・中立性を確保できるよう配
慮された手続の下に選任された裁判員とによって構成される
・裁判員の権限は、裁判官と共に公判廷で審理に臨み、評議におい
て事実認定・法令の適用・有罪の場合の刑の量定について意見を
述べ、評決を行うことにある
＝司法権の内容
≠あらかじめ法律的な知識・経験を有することが不可欠な事項
・裁判長は、裁判員がその職責を十分に果たすことができるよう配
慮しなければならない
……これらを考慮すると、裁判員が、さまざまな視点や感覚を反
映させつつ、裁判官との協議を通じて良識ある結論に達するこ
とが十分に期待できる。他方、憲法が定める刑事裁判の諸原則
の保障は、裁判官の判断に委ねられている

Ｄ　→ 公平な「裁判所」における法と証拠に基づく適正な裁判が行われる
こと（憲法 31 条、32 条、37 条 1 項）は制度的に保障されている上、
裁判官は 刑事裁判の基本的な担い手 とされているものと認められ、
憲法が定める 刑事裁判の諸原則 を確保する上での支障はない
→憲法 31 条、32 条、37 条 1 項、76 条 1 項、80 条 1 項に違反しない
【要旨 2】

⑵　所論②（憲法 76 条 3 項違反）について
Ａ　憲法 76 条 3 項によれば、裁判官は憲法・法律に拘束される。裁判員法
が規定する評決制度の下で、裁判官が時に自らの意見と異なる結論に従
わざるを得ない場合があるとしても、それは憲法に適合する法律に拘束
される結果であるから、同項違反との評価を受ける余地はない【要旨 3】
Ｂ　憲法 76 条 3 項は、裁判官の職権行使の独立性を保障することにより、
裁判が法に基づき公正中立に行われることを保障しようとするものである
→裁判員制度の下でも、法令の解釈に係る判断や訴訟手続に関する判断
を裁判官の権限にするなど、裁判官を裁判の基本的な担い手として、
法に基づく公正中立な裁判の実現が図られている

→憲法 76 条 3 項の趣旨に違反しない
Ｃ　裁判官の 2倍の数の国民が加わって裁判体を構成し多数決で結論を出
す制度の下では、裁判官のみで判断する場合と結論が異なる場合があり、
裁判所が果たすべき被告人の人権保障の役割を全うできないことになり
かねないから、そのような構成は憲法上許容されないという主張

（
一
〇
五
三
）
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←そもそも、国民が参加した場合であっても、裁判官の多数意見と同じ
結論が常に確保されなければならないということであれば、国民の司
法参加を認める意義の重要な部分が没却されることにもなりかねない
→裁判官の多数意見が常に裁判の結論でなければならないとは解され
ない

・評決の対象が限定されている
・評議に当たって裁判長が十分な説明を行う
・評決は、単なる多数決ではなく、多数意見の中に少なくとも 1人の裁
判官が加わっていることが必要とされている　など
→裁判官のみによる裁判の場合と結論を異にするおそれがあることを
もって、憲法上許容されない構成であるとはいえない

→憲法 76 条 3 項に違反しない
⑶　所論③（憲法 76 条 2 項違反）について
裁判員制度による裁判体は、地方裁判所に属するのであり、その第 1審
判決に対しては、高等裁判所への控訴及び最高裁判所への上告が認められ
ており、特別裁判所には当たらない【要旨 4】
⑷　所論④（憲法 18 条後段違反）について
　裁判員の職務等により、国民に一定の負担が生ずることは否定できない
↔裁判員法 1条は、制度導入の趣旨について、国民の中から選任された
裁判員が裁判官と共に刑事訴訟手続に関与することが司法に対する国
民の理解の増進とその信頼の向上に資することを挙げる
＝これは、この制度が国民主権の理念に沿って司法の国民的基盤の強化
を図るものであることを示していると解される
→裁判員の職務等は、司法権の行使に対する国民の参加という点で参政
権と同様の権限を国民に付与するものであり、これを「苦役」という
ことは必ずしも適切ではない
・裁判員法 16 条が辞退事由を規定し、同条 8号及び同号に基づく政令で
相当な理由がある場合には辞退を認めるなど、辞退に関し柔軟な制度
を設けている
・出頭した裁判員・裁判員候補者に対する旅費・日当等の支給により負
担を軽減するための経済的措置が講じられている（11 条、29 条 2 項）
→これらの事情を考慮すれば、裁判員の職務等は、憲法 18 条後段が禁ず
る「苦役」に当たらないことは明らかである。また、裁判員候補者の
その他の基本的人権を侵害するところも見当たらない【要旨 5】 （

一
〇
五
四
）
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4　裁判員制度の意義
A　裁判員制度は、
・裁判員が個別の事件ごとに国民の中から無作為に選任され、
　裁判官のような身分を有しないという点 ＝陪審制に類似
・裁判官と共に事実認定・法令の適用・刑の量定を行う点
 ＝参審制と共通
・我が国独特の国民の司法参加の制度であるということができる
・優れた制度として社会に定着するためには、その運営に関与する全て
の者による不断の努力が求められる

Ｂ　我が国の刑事裁判は、裁判官を始めとする法曹のみによって担われ、
詳細な事実認定などを特徴とする高度に専門化した運用が行われてきた
→国民の理解を困難にし、その感覚から乖離したものにもなりかねない
Ｃ　裁判員制度は、司法の国民的基盤の強化を目的とするものである
国民の視点や感覚と法曹の専門性が常に交流することによって、相互
の理解を深め、それぞれの長所が生かされるような刑事裁判の実現を目
指すものということができる
目的を十全に達成するためには、相当の期間が必要
その過程も、国民に根ざした司法を実現する上で、大きな意義を有する

（
一
〇
五
五
）
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い
ま
ま
に
こ
れ
も
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
い
う
判
断
を
示
し
」
た
が
、「
当
事
者
が
判
断
を
求
め
て
い
な
い
論
点
に
つ
い
て
判
断
を
下
す

と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
違
法
で
」
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
12
）

。
裁
判
員
経
験
者
に
よ
っ
て
制
度
の
違
憲
性
が
争
わ
れ
た
福
島
地
判
平
成

二
六
年
九
月
三
〇
日
判
時
二
二
四
〇
号
一
一
九
頁
に
係
る
事
件
で
も
、
本
判
決
に
係
る
事
件
の
争
点
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
（
13
）

。

こ
の
点
、
裁
判
所
法
一
〇
条
二
号
は
、
最
高
裁
判
所
の
小
法
廷
が
裁
判
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
同
条
一
号
の
当
事
者
の
主
張
に
基
づ

い
て
法
令
等
の
憲
法
適
合
性
を
審
査
す
る
場
合
を
除
い
て
法
令
等
が
憲
法
適
合
的
で
な
い
と
認
め
る
場
合
を
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
条
項

は
、
す
な
わ
ち
裁
判
所
が
当
事
者
の
主
張
に
基
づ
か
ず
に
職
権
で
法
令
等
の
憲
法
適
合
性
を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、

裁
判
所
の
憲
法
適
合
性
の
審
査
は
当
事
者
の
主
張
す
る
範
囲
に
限
定
さ
れ
ず
、
当
事
者
の
主
張
し
て
い
な
い
憲
法
上
の
争
点
に
つ
い
て
も

裁
判
所
が
職
権
で
判
断
を
行
い
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
14
）

。

ま
た
、
か
り
に
裁
判
所
の
憲
法
適
合
性
の
審
査
が
当
事
者
の
主
張
し
た
争
点
に
限
定
さ
れ
る
と
解
し
て
も
、
そ
も
そ
も
、
本
件
弁
護
人

の
主
張
し
た
争
点
は
、
弁
護
人
自
身
の
要
約
す
る
と
こ
ろ
の
二
か
条
の
適
合
性
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

弁
護
人
は
、
上
告
趣
意
書
に
お
い
て
、
憲
法
八
〇
条
一
項
前
段
に
違
反
し
て
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
が
裁
判
所
を
構
成
す
る
が
ゆ
え
に
、

裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
が
憲
法
三
二
条
や
三
七
条
一
項
に
定
め
る
「
裁
判
所
」
に
該
当
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
憲
法
上

の
「
裁
判
所
」
な
ら
ぬ
合
議
体
は
司
法
権
（
七
六
条
一
項
）
を
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
合
議
体
が
被
告
人
に
刑
罰
を
科
す
る
こ
と

は
三
一
条
に
違
反
す
る
と
主
張
し
て
い
る
（
15
）

。
ま
た
、
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
に
お
け
る
陪
審
の
更
新
制
度
（
16
）

に
相
当
す
る
規
定
が
裁
判
員
制

度
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
七
六
条
三
項
に
抵
触
す
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。
一
八
条
違
反
に
関
し
て
は
、
裁
判
員
の

職
務
に
つ
い
て
、「
多
様
多
種
の
法
的
制
裁
…
…
を
ち
ら
つ
か
さ
れ
て
の
義
務
と
し
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
「
苦
役
」
で
あ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
（
17
）

。

（
一
〇
五
六
）
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一
五

た
し
か
に
上
告
趣
意
書
に
お
い
て
弁
護
人
は
八
〇
条
一
項
及
び
七
六
条
一
項
・
二
項
の
適
合
性
問
題
だ
け

0

0

を
争
う
と
明
示
し
て
い
る
も

の
の
、
三
一
条
、
三
二
条
、
三
七
条
一
項
、
七
六
条
三
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
合
性
が
八
〇
条
一
項
適
合
性
と
論
理
的
に
関
連
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
前
提
問
題
と
し
て
そ
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
〇
条
一
項
及
び
七
六
条
一
項
・
二
項
以

外
に
、
三
一
条
、
三
二
条
、
三
七
条
一
項
、
七
六
条
三
項
の
適
合
性
を
最
高
裁
判
所
が
判
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
主
張
と
裁

判
所
の
判
断
と
の
呼
応
関
係
に
は
問
題
は
な
い
と
解
す
る
（
18
）

。

な
お
、
最
高
裁
判
所
は
、
本
判
決
に
お
い
て
、
憲
法
制
定
時
の
議
論
や
外
国
法
制
の
内
容
・
歴
史
な
ど
に
依
拠
し
て
、
国
民
の
司
法
参

加
の
制
度
な
い
し
具
体
的
な
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
を
肯
認
す
る
判
断
を
行
っ
て
い
る
が
、
調
査
官
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
関

す
る
証
拠
は
、
第
一
審
及
び
控
訴
審
を
通
じ
て
取
り
調
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
上
告
審
で
も
公
判
顕
出
の
手
続
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

こ
の
点
、
調
査
官
解
説
は
、「
一
般
論
と
し
て
は
、
あ
る
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
上
で
前
提
と
な
る
事
実
関
係
に
関
す
る
証
拠

を
、
公
判
廷
で
取
り
調
べ
る
の
か
、
少
な
く
と
も
公
判
顕
出
と
い
う
方
法
を
取
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
、
種
々
の
議
論
が
あ
り
得
る
で

あ
ろ
う
」
が
、「
本
件
の
論
点
に
関
す
る
上
記
…
…
に
関
す
る
資
料
は
、
基
本
的
に
は
い
ず
れ
も
容
易
に
入
手
で
き
る
も
の
で
あ
る
上
、

理
論
上
は
憲
法
適
合
性
は
規
範
の
解
釈
問
題
で
あ
り
そ
の
た
め
の
判
断
資
料
は
職
権
探
知
に
よ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、
証
拠
調
べ
や
公
判
顕
出
な
ど
の
手
続
を
経
て
い
な
い
こ
と
に
問
題
視
す
べ
き
点
は
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
19
）

。

三　

国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性

筆
者
は
、
旧
著
に
お
い
て
、
ま
ず
、
国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性
の
検
討
を
行
っ
た
う
え
で
、
次
に
、
具
体
的
な
参
加
制
度
の
一

（
一
〇
五
七
）
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つ
と
し
て
の
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
（
20
）

。
平
成
二
三
年
大
法
廷
判
決
も
、
拙
著
の
論
証
方
法
と
同
様
の
構
成

を
採
っ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
の
考
察
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
国
民
の
司
法
参
加
が
日
本
国
憲

法
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

1　

国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
憲
法
条
項
の
不
存
在
の
意
義

国
民
の
司
法
参
加
を
違
憲
と
す
る
学
説
の
多
く
は
、
日
本
国
憲
法
に
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
憲
法

が
国
民
の
司
法
参
加
を
禁
止
す
る
意
味
で
あ
る
と
解
し
て
き
た
（
21
）

。
こ
れ
は
、
法
学
協
会
編
『
註
解
日
本
国
憲
法
』
も
支
持
し
て
い
る
、
憲

法
制
定
直
後
の
き
わ
め
て
有
力
な
見
解
で
あ
っ
た
（
22
）

。

こ
れ
に
対
し
て
、
司
法
参
加
を
合
憲
と
す
る
学
説
の
多
く
は
、
憲
法
に
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
必
ず

し
も
国
民
の
司
法
参
加
の
禁
止
を
意
味
す
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
て
き
た
（
23
）

。
す
な
わ
ち
、
国
民
の
司
法
参
加
を
肯
認
す
る
明
文
の
規
定

は
た
し
か
に
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
憲
法
に
は
、
国
民
の
司
法
参
加
を
禁
止
す
る
規
定
も
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
禁
止

さ
れ
て
い
な
い
以
上
は
、
国
民
の
司
法
参
加
が
許
容
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
法
律
上
、
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
は
（
憲
法
適
合
性
は
具
体
的
な
制
度
如
何
に
よ
る
も
の
の
、
一
般
論
と
し
て
）
合
憲
で
あ
る
。

憲
法
が
明
文
で
任
意
の
制
度
を
認
め
る
規
定
を
設
け
て
い
な
く
と
も
、
当
該
制
度
を
禁
止
す
る
規
定
が
な
い
限
り
、
国
会
が
法
律
に

よ
っ
て
当
該
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
一
般
的
な
憲
法
解
釈
手
法
と
し
て
は
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
24
）

。
か
か

る
解
釈
方
法
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
法
制
度
は
憲
法
上
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

（
一
〇
五
八
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
一
七

そ
れ
は
き
わ
め
て
不
合
理
で
あ
る
。

こ
の
点
、
本
判
決
は
、「
明
文
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
直
ち
に
国
民
の
司
法
参
加
の
禁
止
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
判
示
し
て
お
り
、
合
憲
説
に
立
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、「
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
必
ら
ず
し
も
陪
審
制
度
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
理
由
は
な
い
」

と
す
る
の
が
判
例
の
立
場
で
あ
る
（
最
大
判
昭
和
二
五
年
一
〇
月
二
五
日
刑
集
四
巻
一
〇
号
二
一
六
六
頁
（
25
））。

民
主
主
義
の
原
理
ゆ
え
に
国
民
の

司
法
参
加
の
制
度
を
導
入
す
べ
き
と
す
る
議
論
は
、
憲
法
制
定
当
初
か
ら
存
在
し
（
26
）

、
か
つ
、
裁
判
員
制
度
の
設
計
段
階
で
も
有
力
な
見
解

の
一
つ
で
も
あ
っ
た
（
27
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
民
主
主
義
の
政
治
体
制
を
採
る
諸
外
国
の
多
く
が
、
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
を
採
用
し
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
が
国
が
司
法
参
加
の
制
度
を
必
ず
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
判
例
は
、「
憲
法
三
七
条
及
び
憲
法
前
文
は
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
」（
前
掲
最
大
判
昭
和
二
五
年
一
〇
月

二
五
日
）、
な
い
し
は
「
通
常
裁
判
所
に
陪
審
が
関
与
す
べ
き
こ
と
を
憲
法
自
体
が
何
ら
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
は
極
め
て
明
ら
か
で
あ

る
」（
最
三
小
決
昭
和
五
〇
年
六
月
六
日
集
刑
一
九
六
号
五
四
一
頁
）
と
も
判
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
の
司
法
参
加
は
、
先
に
述
べ
た

と
お
り
憲
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
（
許
容
さ
れ
て
い
る
）
が
、
逆
に
、
要
請
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
刑
事
裁
判
へ

直
接
国
民
が
参
加
す
る
制
度
が
実
質
的
に
存
在
し
な
か
っ
た
裁
判
員
制
度
導
入
以
前
の
わ
が
国
の
刑
事
司
法
制
度
は
違
憲
状
態
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
（
28
）

。

憲
法
に
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
規
定
が
存
在
し
な
く
と
も
、
法
律
で
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
比
較
法
的
に
見
て
、
憲
法
に
明
文
の
規
定
が
な
く
と
も
国
民
の
司
法
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ

と
」
を
も
っ
て
、
わ
が
国
の
憲
法
に
お
い
て
も
同
様
に
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
の
創
設
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
議
論
（
29
）

に
は
、
筆
者
は
賛

（
一
〇
五
九
）
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同
で
き
な
い
。
た
し
か
に
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
、
憲
法
に
国
民
の
司
法
参
加
を
定
め
て
い
な
い
な
が
ら
も
参
審
制
度
を
設
け
て
い

る
国
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
外
国
の
憲
法
に
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
規
定
が
な
く
、
そ
れ
で
も
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
わ
が
国
の
憲
法
に
同
様
に
規
定
が
な
く
、
そ
れ
で
も
制
度
を
設
け
う
る
と
い
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ

と
に
は
直
ち
に
つ
な
が
る
と
は
い
え
な
か
ろ
う
。
お
よ
そ
国
民
の
司
法
参
加
な
る
も
の
は
す
べ
て
憲
法
に
根
拠
を
も
た
な
く
て
も
よ
い
と

い
う
こ
と
が
比
較
法
的
に
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
別
論
、
憲
法
に
国
民
の
司
法
参
加
を
定
め
て
い
る
国
も
少
な
く
な

い
以
上
は
（
30
）

、
憲
法
上
の
規
定
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
こ
と
さ
ら
諸
外
国
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
必
要
な
い
。

つ
ま
り
、
特
定
の
制
度
の
創
設
を
要
請
す
る
憲
法
上
の
規
定
の
不
存
在
が
か
か
る
制
度
の
立
法
に
よ
る
創
設
の
禁
止
を
意
味
し
な
い

（
許
容
す
る
）
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
と
し
て
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

十
分
で
あ
る
。
こ
と
さ
ら
こ
こ
で
諸
外
国
の
例
を
挙
げ
て
、

憲
法
上
の
明
文
の
根
拠
な
く
司
法
参
加
の
制
度
を
法
律
で
創
設
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る
意
義
は
な
い
。
な
お
、
平
成
二
三
年
大

法
廷
判
決
も
、
こ
の
文
脈
で
は
、
比
較
法
を
用
い
て
い
な
い
。

2　

憲
法
の
基
本
的
原
理
と
司
法
参
加
の
許
否
一
般

憲
法
に
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
司
法
参
加
の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
の
障
害
と
は
な
ら
な
い
と
い
う

条
文
上
の
問
題
が
解
決
し
た
と
し
て
も
、
で
は
、
次
に
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
憲
法
上
、
刑
事
裁
判
に
国
民
が
参
加
す
る
こ
と
が
許
容

さ
れ
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
点
、
平
成
二
三
年
大
法
廷
判
決
は
、
憲
法
が
採
用
す
る
統
治
の
基
本
原
理
や
刑
事
裁
判
の
諸
原
則
、
憲
法
制
定
当
時
の
歴
史
的
状

況
を
含
め
た
憲
法
制
定
の
経
緯
、
憲
法
の
関
連
規
定
の
文
理
の
三
つ
（
31
）

を
総
合
的
に
検
討
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
て
い

（
一
〇
六
〇
）
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る
。
な
お
、
比
較
法
的
知
見
は
こ
こ
で
は
独
立
の
考
慮
要
素
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
、
わ
が
国
憲
法
の
基
本
原
理
等
の
検
討
と

わ
が
国
憲
法
制
定
当
時
の
議
論
の
検
討
の
部
分
と
に
お
い
て
、
諸
外
国
の
陪
審
・
参
審
制
度
が
言
及
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

1
．
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
と
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性

第
一
に
、
本
判
決
は
、
憲
法
が
採
用
す
る
統
治
の
基
本
原
理
や
刑
事
裁
判
の
諸
原
則
に
つ
い
て
、「
刑
事
裁
判
は
、
人
の
生
命
す
ら
奪

う
こ
と
の
あ
る
強
大
な
国
権
の
行
使
で
あ
る
」
か
ら
、「
多
く
の
近
代
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
通
じ
て
刑
事
裁

判
権
の
行
使
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
種
々
の
原
則
が
確
立
さ
れ
て
き
た
」
と
判
示
す
る
。
具
体
的
に
は
、
判
決
は
、
憲
法
三
一
条
か
ら

三
九
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
、
適
正
手
続
の
保
障
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
、
令
状
主
義
、
公
平
な
裁
判
所
の
迅
速
な
公
開
裁
判
を

受
け
る
権
利
、
証
人
審
問
権
・
証
人
喚
問
権
、
弁
護
人
依
頼
権
、
自
己
負
罪
拒
否
の
特
権
、
強
制
に
よ
る
自
白
の
排
除
、
刑
罰
不
遡
及
の

原
則
、
一
事
不
再
理
な
ど
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
を
「
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
」
と
す
る
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
う
ち

ほ
と
ん
ど
が
「
各
国
の
刑
事
裁
判
の
歴
史
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
て
き
た
普
遍
的
な
原
理
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

諸
原
則
は
、「
刑
事
裁
判
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
…
…
厳
格
に
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
高
度
の
法
的
専
門
性
が
要
求
さ

れ
る
」
た
め
、「
憲
法
は
、
刑
事
裁
判
の
基
本
的
な
担
い
手
と
し
て
裁
判
官
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
判
示
す
る
。
な
お
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
上
述
の
と
お
り
、
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な
諸
原
則
が
憲
法
上
規
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
と
身
分
保
障
に
つ
い
て
も
憲
法
上
周
到
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
判
決
は
摘
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
㈠
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
↓
㈡
こ
れ
を
遵
守
す
る
た
め

に
は
、
高
度
の
法
的
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
、
し
た
が
っ
て
↓
㈢
憲
法
は
刑
事
裁
判
の
基
本
的
な
担
い
手
と
し
て
裁
判
官
を
想
定
し
て
い

（
一
〇
六
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
二
〇

る
、
と
い
う
議
論
の
流
れ
で
あ
る
。
刑
事
裁
判
に
お
け
る
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
は
、
本
判
決
で
繰
り
返
し
登
場
す
る
概
念
で
あ
る

が
、
本
判
決
の
冒
頭
の
国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性
を
立
証
す
る
重
要
な
総
論
部
分
に
お
い
て
、
適
正
な
刑
事
裁
判
の
実
現
と
い
う
、

制
度
を
憲
法
適
合
的
と
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
要
素
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
裁
判
官

の
基
本
的
担
い
手
性
を
侵
害
す
る
よ
う
な
制
度
設
計
構
想
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
を
遵
守

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
憲
法
違
反
と
な
る
と
解
す
る
ほ
か
な
く
な
る
。

2
．
諸
外
国
の
陪
審
・
参
審
制
度
及
び
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
と
民
主
主
義
の
原
理

第
二
に
、
本
判
決
は
、「
歴
史
的
、
国
際
的
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
、
…
…
18
世
紀
か
ら
20
世
紀
前
半
に
か
け

て
、
民
主
主
義
の
発
展
に
伴
い
、
国
民
が
直
接
司
法
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
裁
判
の
国
民
的
基
盤
を
強
化
し
、
そ
の
正
統
性
を
確
保
し

よ
う
と
す
る
流
れ
が
広
が
り
、
…
…
20
世
紀
半
ば
に
は
、
欧
米
の
民
主
主
義
国
家
の
多
く
に
お
い
て
陪
審
制
か
参
審
制
が
採
用
さ
れ
て
い

た
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
、
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
が
諸
外
国
で
採
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
民
主
主

義
と
い
う
政
治
原
理
と
関
連
す
る
こ
と
が
摘
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
判
決
文
を
注
意
深
く
読
め
ば
明
ら
か
で
あ
る
が
、
本
判
決
は
、

民
主
主
義
の
原
理
を
具
体
化
す
る
た
め
に
（
あ
る
い
は
、
司
法
の
民
主
化
の
た
め
に
）
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
は
述
べ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
陪
審
・
参
審
制
度
の
目
的
が
民
主
主
義
の
原
理
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
、（
わ
が
国
以
外
の
）
民
主

主
義
の
国
家
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
進
展
と
と
も
に
、
司
法
参
加
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
叙
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
32
）

。

判
決
の
こ
の
部
分
を
も
っ
て
、
わ
が
国
の
最
高
裁
判
所
が
、
諸
外
国
の
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
を
民
主
主
義
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
と

位
置
づ
け
た
と
み
る
の
は
誤
り
で
あ
り
（
33
）

、
ま
し
て
や
民
主
主
義
の
原
理
こ
そ
が
わ
が
国
の
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
の
意
義
で
あ
る
と
判

（
一
〇
六
二
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
二
一

示
し
た
と
読
む
の
は
、
明
ら
か
な
誤
読
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
と
お
り
、「
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
必
ら
ず
し
も
陪
審

制
度
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
理
由
は
な
い
」
と
す
る
の
が
判
例
の
立
場
で
あ
る
点
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
（
前
掲
最
大
判

昭
和
二
五
年
一
〇
月
二
五
日
）。

諸
外
国
で
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
た
と
の
議
論
に
続
き
、
わ
が
国
で
も
、
一
九
二
三
年
に
旧
憲
法
下
で
陪
審
法
が

制
定
さ
れ
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
陪
審
裁
判
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
民
主
主
義
と
い

う
大
き
な
潮
流
の
下
に
、
諸
外
国
の
陪
審
・
参
審
制
度
が
生
じ
、
論
理
必
然
的
に
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
が
登
場
し
た
と
叙
述
す
る
か
の

よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
改
め
て
考
え
て
み
る
に
、
平
成
二
三
年
大
法
廷
判
決
に
お
け
る
こ
の
旧
陪
審
制
度
へ
の
言
及
は
、
よ

り
慎
重
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
判
決
文
で
は
、
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
が
民
主
主
義
の
原
理
に
基
づ
き
設
計
さ
れ
た
と
は
述
べ
ら
れ

て
い
な
い
（
34
）

。
ま
た
、
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
は
、
諸
外
国
の
陪
審
・
参
審
制
度
と
は
異
な
り
、
陪
審
の
答
申
に
裁
判
所
が
拘
束
さ
れ
な
い

特
殊
な
制
度
で
あ
っ
た
。
本
判
決
は
、
し
ば
し
ば
わ
が
国
の
陪
審
法
な
い
し
旧
陪
審
制
度
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
そ
こ
で
陪
審
の
更
新

と
い
う
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
（
35
）

、
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
私
見
で
は
、
講
学
上
の
い
わ
ゆ
る
陪
審
制
度

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
制
度
な
ど
を
典
型
と
す
る
、
陪
審
の
答
申
に
拘
束
力
が
あ
る
も
の
）
と
、
陪
審
の
答
申
に
拘
束
力
の
な
い
戦
前
の
わ
が
国
の

陪
審
制
度
と
は
、
概
念
と
し
て
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
解
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
判
決
に
い
う
「
陪
審
制
」
と
は
、
い
わ

ゆ
る
陪
審
制
度
に
限
ら
ず
、
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
の
よ
う
な
形
態
を
含
む
広
義
の
そ
れ
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

（
一
〇
六
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
二
二

3
．
陪
審
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
の
憲
法
制
定
当
時
の
政
府
見
解

第
三
に
、
本
判
決
は
、
憲
法
が
「
司
法
権
の
内
容
を
具
体
的
に
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
司
法
参
加
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か
に

つ
い
て
も
関
心
が
払
わ
れ
て
い
た
」
こ
と
を
判
示
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
、
国
民
の
司
法
参
加
の
許
否
に
つ
い
て
の
憲
法
の
「
関
心
」

の
前
提
と
し
て
、
上
述
の
時
代
背
景
と
、
憲
法
前
文
で
宣
言
さ
れ
た
国
民
主
権
の
原
理
を
挙
げ
る
。

こ
こ
で
は
、
㈠
旧
憲
法
の
規
定
と
現
憲
法
の
規
定
と
の
比
較
と
、
㈡
現
憲
法
に
お
け
る
下
級
裁
判
所
の
規
定
と
最
高
裁
判
所
の
規
定
と

の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
と
は
、
旧
憲
法
二
四
条
の
「
日
本
臣
民
ハ
法
律
ニ
定
メ
タ
ル
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ

権
ヲ
奪
ハ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
」
と
い
う
規
定
が
、
現
憲
法
の
「
何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
は
れ
な
い
」（
三
二

条
）、
な
い
し
「
す
べ
て
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
公
平
な
裁
判
所
の
迅
速
な
公
開
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」（
三
七

条
一
項
）
と
い
う
規
定
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、「
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
」
か
ら
「
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
」
へ
と
表
現
が
改
め

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
新
旧
憲
法
に
お
け
る
こ
の
表
現
の
変
化
は
、
旧
著
で
述
べ
た
と
お
り
、
国
民
の
司
法
参
加
を
許
容
す
る
趣
旨
を
明

確
に
す
る
た
め
に
意
識
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
憲
法
制
定
当
時
の
議
論
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
36
）

。
後
者
は
、

現
憲
法
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
が
「
長
た
る
裁
判
官
」
と
「
法
律
の
定
め
る
員
数
の
そ
の
他
の
裁
判
官
」
と
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
（
七
九
条
一
項
）
一
方
で
、
下
級
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
み
で
構
成
さ
れ
る
旨
を
明
示
し
た
規
定
を
置
い
て
い
な

い
こ
と
を
指
す
。
裁
判
所
の
構
成
に
関
す
る
こ
の
憲
法
規
定
の
差
異
は
、
下
級
裁
判
所
で
あ
れ
ば
裁
判
官
以
外
の
構
成
員
を
認
め
る
解
釈

を
許
す
余
地
を
生
じ
さ
せ
る
（
37
）

。
こ
う
し
た
文
理
に
基
づ
き
、
本
判
決
は
、「
憲
法
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
関
係
資
料
に
よ
れ
ば
、
…
…
憲

法
制
定
当
時
の
政
府
部
内
で
は
、
陪
審
制
や
参
審
制
を
採
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ

う
な
理
解
が
、
枢
密
院
の
審
査
委
員
会
に
お
い
て
も
提
示
さ
れ
、
憲
法
制
定
議
会
で
の
憲
法
改
正
担
当
国
務
大
臣
に
よ
る
答
弁
に
お
い
て

（
一
〇
六
四
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
二
三

も
示
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
特
に
異
論
が
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
憲
法
が
可
決
・
成
立
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
国
民
の
司
法
参

加
の
制
度
が
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
と
す
る
の
が
憲
法
制
定
当
時
の
政
府
見
解
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、「
こ
の
法
律
の
規

定
は
、
刑
事
に
つ
い
て
、
別
に
法
律
で
陪
審
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
」
と
す
る
裁
判
所
法
三
条
三
項
の
規
定
も
、
こ
う
し
た

経
緯
に
符
合
す
る
と
す
る
。

も
っ
と
も
、「
憲
法
の
制
定
に
際
し
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
停
止
中
と
は
い
え
現
に
陪
審
制
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
や
、
刑
事
裁
判

に
関
す
る
諸
規
定
が
主
に
米
国
の
刑
事
司
法
を
念
頭
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
議
論
が
陪
審
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
」
お

り
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
陪
審
制
度
（
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
を
含
む
）
が
許
容
さ
れ
る
論
拠
と
は
な
り
う
る
と
し
て
も
、
陪
審
制
度
と
は

似
て
非
な
る
参
審
制
度
や
参
審
制
度
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
を
も
つ
裁
判
員
制
度
（
38
）

に
つ
い
て
は
、
制
度
の
基
本
構
造
が
異
な
る
以
上
、
同
様

に
許
容
さ
れ
る
と
い
え
る
と
い
う
こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
点
、「
以
上
の
よ
う
な
憲
法
制
定
過
程
を
見
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
行
わ
れ
て
い
た
参
審
制
を
排
除
す
る
趣
旨
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
し
て
、
本
判
決
で
は
、
構
造
の
差
異
に
着
目
し
た
詳
細
な
検
討
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
導
入
す
べ
き
司
法
参
加
の

制
度
と
し
て
、
陪
審
制
度
な
い
し
そ
れ
に
近
い
制
度
と
す
る
か
、
ま
た
は
参
審
制
度
な
い
し
そ
れ
に
近
い
制
度
と
す
る
か
と
い
う
点
は
、

裁
判
員
制
度
の
設
計
段
階
に
お
い
て
激
烈
に
議
論
さ
れ
た
論
点
で
あ
る
（
39
）

が
、
本
判
決
の
こ
の
部
分
で
は
、
国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合

性
の
検
討
と
い
う
文
脈
で
あ
っ
た
た
め
か
、
陪
審
制
度
と
参
審
制
度
と
の
区
別
に
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
（
40
）

。

憲
法
制
定
当
時
の
政
府
見
解
を
踏
ま
え
て
、「
刑
事
裁
判
に
国
民
が
参
加
し
て
民
主
的
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
、
憲
法
の
定
め
る

人
権
の
保
障
を
全
う
し
つ
つ
、
証
拠
に
基
づ
い
て
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
個
人
の
権
利
と
社
会
の
秩
序
を
確
保
す
る
と
い
う
刑
事
裁
判
の

使
命
を
果
た
す
こ
と
と
は
、
決
し
て
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
」
い
と
述
べ
る
が
、「
こ
の
こ
と
は
、
陪
審
制
又
は
参
審
制
を
有
す
る
欧

（
一
〇
六
五
）
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一
二
四

米
諸
国
の
経
験
に
照
ら
し
て
も
、
基
本
的
に
了
解
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
て
、
比
較
法
的
知
見
を
補
充
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。4

．
国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性
：
結
論

国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
の
本
判
決
の
結
論
部
分
は
、
判
例
集
に
お
い
て
、「
要
旨
1
」
と
さ
れ
、
下
線
が
引
か
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
民
の
司
法
参
加
と
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
と
は
、
十
分
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

憲
法
上
国
民
の
司
法
参
加
が
お
よ
そ
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
理
由
は
な
く
、
国
民
の
司
法
参
加
に
係
る
制
度
の
合
憲
性
は
、
具
体

的
に
設
け
ら
れ
た
制
度
が
、
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
に
抵
触
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
憲
法
は
、
一
般
的
に
は
国
民
の
司
法
参
加
を
許
容
し
て
お
り
、
こ
れ
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
上
記
の
諸
原
則
が
確

保
さ
れ
て
い
る
限
り
、
陪
審
制
と
す
る
か
参
審
制
と
す
る
か
を
含
め
、
そ
の
内
容
を
立
法
政
策
に
委
ね
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
」。

要
す
る
に
、
本
判
決
は
、
国
民
の
司
法
参
加
が
、
憲
法
上
、
一
般
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
・
許
容
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
を
示
し

た
う
え
で
、
そ
の
合
憲
性
は
、
具
体
的
に
設
け
ら
れ
た
制
度
が
、
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
に
抵
触
す
る
か
否
か
に

よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
で
立
法
政
策
に
委
ね
ら
れ
る
国
民
の
司
法
参
加
の
内
容
と
し
て
「
陪
審
制
」
と
あ
る
の
は
、
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
を
含

む
と
し
て
も
、
講
学
上
の
い
わ
ゆ
る
陪
審
制
度
ま
で
を
も
意
味
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
（
41
）

。

（
一
〇
六
六
）



裁
判
員
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憲
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一
二
五

四　

裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性

前
章
で
は
、
国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
こ
で
、
次
に
、
本
章
で
は
、
参
加
制
度
一
般
で
は
な
く
、
裁

判
員
法
に
基
づ
き
創
設
さ
れ
た
（
具
体
的
な
制
度
と
し
て
の
）
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
、
平
成
二
三
年
大
法
廷
判
決
の
議
論

に
沿
っ
て
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

前
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
本
判
決
は
、
国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性
を
め
ぐ
っ
て
、
具
体
的
に
設
け
ら
れ
た
制
度
が
、
適
正
な

刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
に
抵
触
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
、
そ
の
際
に
、
㈠
適
正
な
刑

事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
↓
㈡
こ
れ
を
遵
守
す
る
た
め
に
は
、
高
度
の
法
的
専
門
性
が
要
求
さ

れ
る
、
し
た
が
っ
て
↓
㈢
憲
法
は
刑
事
裁
判
の
基
本
的
な
担
い
手
と
し
て
裁
判
官
を
想
定
し
て
い
る
、
と
い
う
議
論
の
流
れ
を
示
し
た
。

具
体
的
な
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
の
審
査
に
あ
た
っ
て
も
、
()α
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
の
遵
守
と
、
()β
そ
の

た
め
に
要
求
さ
れ
る
高
度
の
法
的
専
門
性
を
担
保
す
る
裁
判
官
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
基
本
的
な
担
い
手
性
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
、
再

び
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
42
）

。

1　

適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
と
そ
の
た
め
の
制
度
の
不
可
欠
な
構
成
要
素

所
論
①
は
、
憲
法
三
一
条
、
三
二
条
、
三
七
条
一
項
、
七
六
条
一
項
、
八
〇
条
一
項
違
反
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
憲
法
八
〇
条
一
項
の
問
題
と
は
、
同
規
定
が
裁
判
所
は
裁
判
官
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
か
否
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性
の
検
討
で
す
で
に
結
論
を
得
た
と
お
り
、
憲
法
は
、
最
高
裁
判
所
と

（
一
〇
六
七
）
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二
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は
異
な
り
、
下
級
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
司
法
参
加
を
禁
じ
て
い
る
と
解
さ
れ
な
い
た
め
、「
裁
判
官
と
国
民
と
で
構
成
す
る
裁

判
体
が
、
…
…
憲
法
上
の
「
裁
判
所
」
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」。

次
に
考
察
す
べ
き
問
題
は
、
裁
判
員
裁
判
の
裁
判
体
が
、
刑
事
裁
判
に
関
す
る
憲
法
上
の
要
請
に
適
合
し
た
「
裁
判
所
」
と
い
い
う
る

か
否
か
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
裁
判
員
制
度
違
憲
説
は
、
三
二
条
及
び
三
七
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
、

裁
判
官
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
意
味
す
る
と
解
し
た
う
え
で
、（
裁
判
官
で
は
な
い
）
裁
判
員
の
参
加
す
る
裁
判
を
認
め
れ
ば
被
告

人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
（
43
）

。
こ
の
点
、
本
判
決
は
、
具
体
的
な
裁
判
員
法
の
諸
規
定
に
つ
い
て
検

討
し
た
う
え
で
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
肯
定
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。

こ
こ
で
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
裁
判
員
法
の
諸
規
定
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
⒜
原
則
と
し
て
、
裁
判
官
三
名
及
び
裁

判
員
六
名
に
よ
っ
て
裁
判
体
を
構
成
す
る
こ
と
（
二
条
二
項
、
三
項
）、
⒝
裁
判
員
は
、
有
権
者
か
ら
く
じ
で
候
補
者
が
選
定
さ
れ
、
不
公

正
な
裁
判
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
、
あ
る
い
は
検
察
官
・
被
告
人
か
ら
不
選
任
請
求
さ
れ
た
者
な
ど
が
除
か
れ
た
う
え
で
、
残
っ
た
候

補
者
か
ら
さ
ら
に
く
じ
等
の
方
法
に
従
っ
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
（
一
三
条
│
三
七
条
）、
⒞
解
任
制
度
に
よ
り
、
裁
判
員
の
適
格
性
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
（
四
一
条
、
四
三
条
）、
⒟
裁
判
員
は
、
裁
判
官
と
と
も
に
合
議
体
を
構
成
し
、
事
実
の
認
定
・
法
令
の
適
用
・
刑
の
量
定
に
つ

い
て
合
議
し
、
法
令
の
解
釈
に
係
る
判
断
・
訴
訟
手
続
に
関
す
る
判
断
等
は
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
六
条
）、
⒠
裁
判
員
は
、

法
令
に
従
い
公
平
誠
実
に
そ
の
職
務
を
行
う
義
務
を
負
う
こ
と
（
九
条
）
と
、
裁
判
官
・
検
察
官
・
弁
護
人
は
、
裁
判
員
が
そ
の
職
責
を

十
分
に
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
審
理
を
迅
速
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
こ
と

（
五
一
条
）、
⒡
評
議
は
、
裁
判
官
と
裁
判
員
が
対
等
の
権
限
を
有
し
そ
の
合
議
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
（
六
条
一
項
、
六
六
条
）、
そ
の

際
、
裁
判
長
は
、
法
令
に
関
す
る
説
明
を
丁
寧
に
行
う
と
と
も
に
、
評
議
を
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
整
理
し
、
裁
判
員
が
発
言

（
一
〇
六
八
）
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二
七

す
る
機
会
を
十
分
に
設
け
る
な
ど
、
裁
判
員
が
そ
の
職
責
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る

こ
と
（
六
六
条
五
項
）、
⒢
評
決
は
、
裁
判
官
と
裁
判
員
の
双
方
の
意
見
を
含
む
合
議
体
の
員
数
の
過
半
数
の
意
見
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

こ
と
（
六
七
条
）、
⒣
評
議
に
お
け
る
自
由
な
意
見
表
明
を
保
障
す
る
た
め
に
、
評
議
の
経
過
等
に
関
す
る
守
秘
義
務
を
設
け
る
こ
と

（
七
〇
条
一
項
）
と
、
裁
判
員
に
対
す
る
請
託
・
威
迫
等
は
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
一
〇
六
条
、
一
〇
七
条
）
の
八
事
項
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
憲
法
が
要
請
す
る
公
正
な
「
裁
判
所
」
に
お
け
る
法
と
証
拠
に
基
づ
く
適
正
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
制
度
的
に

保
障
す
る
と
と
も
に
、
同
じ
く
憲
法
が
定
め
る
刑
事
裁
判
の
諸
原
則
を
確
保
す
る
た
め
の
、
裁
判
員
制
度
の
不
可
欠
な
構
成
要
素
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
（
44
）

。

そ
し
て
、
裁
判
員
法
の
具
体
的
な
制
度
設
計
の
検
討
を
通
じ
て
、
本
判
決
は
、
裁
判
員
制
度
に
お
い
て
、
㈠
（
一
般
の
国
民
か
ら
選
任
さ

れ
た
）
裁
判
員
の
み
で
は
な
く
、
裁
判
官
と
と
も
に
裁
判
体
を
構
成
す
る
こ
と
、
㈡
裁
判
員
が
公
平
性
・
中
立
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
た
手
続
の
下
で
選
任
さ
れ
る
こ
と
、
㈢
裁
判
員
の
権
限
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
は
必
ず
裁
判
官
と
と
も
に
行
使
さ
れ
る

こ
と
を
摘
示
し
、
そ
の
一
方
で
、
憲
法
が
定
め
る
刑
事
裁
判
の
諸
原
則
の
保
障
が
裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
公

平
な
「
裁
判
所
」
に
お
け
る
法
と
証
拠
に
基
づ
く
適
正
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
（
憲
法
31
条
、
32
条
、
37
条
1
項
）
は
制
度
的
に
十
分
保

障
さ
れ
て
い
る
上
、
裁
判
官
は
刑
事
裁
判
の
基
本
的
な
担
い
手
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
憲
法
が
定
め
る
刑
事
裁
判
の
諸
原
則

を
確
保
す
る
上
で
の
支
障
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
結
論
す
る
（
要
旨
2
部
分
）。

国
民
の
司
法
参
加
の
憲
法
適
合
性
は
、
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
が
確
保
さ
れ
る
か
否
か
で
決
せ
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
制
度
と
し
て
の
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
も
、
同
様
に
諸
原
則
が
遵
守
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
依
存

す
る
。
そ
し
て
、
裁
判
員
法
の
具
体
的
な
規
定
を
検
討
し
て
も
な
お
、
㈠
公
平
な
裁
判
所
に
お
け
る
法
と
証
拠
に
基
づ
く
適
正
な
裁
判
が

（
一
〇
六
九
）
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一
二
八

制
度
的
に
保
障
さ
れ
、
㈡
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
先
に
挙
げ
た
諸
原
則
を
確
保
す

る
う
え
で
支
障
が
な
い
と
い
う
結
論
が
導
出
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
判
決
は
、「
憲
法
が
定
め
る
刑
事
裁
判
の
諸
原
則
の
保
障
は
、

裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
、
制
度
の
憲
法
適
合
性
が
、
裁
判
員
の
判
断
へ
の
参
加
で
は
な
く
て
、
も
っ
ぱ
ら
裁

判
官
の
判
断
に
依
存
し
て
い
る
と
判
示
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2　

評
議
に
お
け
る
少
数
意
見
を
も
つ
裁
判
官
と
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
の
原
則

裁
判
員
裁
判
で
は
、
基
本
的
な
合
議
体
は
三
人
の
裁
判
官
と
六
人
の
裁
判
員
で
構
成
さ
れ
（
裁
判
員
法
二
条
二
項
前
段
）、
評
議
に
お
け

る
裁
判
員
の
関
与
す
る
判
断
は
、
合
議
体
を
構
成
す
る
裁
判
官
と
裁
判
員
の
双
方
の
意
見
を
含
む
合
議
体
の
員
数
の
過
半
数
の
意
見
に
よ

る
（
六
七
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
評
議
に
お
い
て
大
き
く
意
見
が
分
か
れ
た
と
き
、
個
々
の
裁
判
官
が
自
ら
の
意
見
と
異
な
る
結
論
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
が
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
を
定
め
る
憲
法
七
六
条
三
項
に
違
反
す
る
か
が
問

題
と
な
る
。
本
判
決
に
係
る
上
告
事
件
の
所
論
②
も
、
こ
の
点
を
争
う
。

例
え
ば
、
裁
判
官
全
員
が
有
罪
の
意
見
で
、
裁
判
員
全
員
が
無
罪
の
意
見
で
あ
る
場
合
（
45
）

、
従
前
の
裁
判
官
の
み
に
よ
る
裁
判
で
あ
れ

ば
、
有
罪
の
結
論
と
な
る
と
こ
ろ
、
裁
判
員
裁
判
に
お
い
て
は
、
無
罪
の
結
論
と
な
る
。
裁
判
員
制
度
違
憲
論
は
、
こ
の
点
、「
裁
判
官

全
員
が
有
罪
を
確
信
し
て
い
な
が
ら
無
罪
判
決
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
裁
判
官
に
負
わ
せ
る
の
は
、
憲
法
の
右
条
項
〔
七
六
条
三

項
〕
に
反
す
る
恐
れ
が
極
め
て
大
き
い
」
と
す
る
（
46
）

。

通
説
に
よ
れ
ば
、「
裁
判
が
公
正
に
行
わ
れ
人
権
の
保
障
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
裁
判
を
担
当
す
る
裁
判
官
が
、
い
か
な
る
外
部

か
ら
の
圧
力
や
干
渉
を
も
受
け
ず
に
、
公
正
無
私
の
立
場
で
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
47
）

」。
そ
し
て
、
裁
判
官
の
職
権
行
使
の

（
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独
立
原
則
と
は
、「
司
法
権
が
立
法
権
・
行
政
権
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
」
と
と
も
に
司
法
権
独
立
の
原
則
の
一
内
容
を
な
す
も
の
で

あ
り
、「
裁
判
官
が
裁
判
を
す
る
に
あ
た
っ
て
独
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
（
48
）

。
本
判
決
は
、
こ
の
原
則
に
つ
い
て
、

「
他
か
ら
の
干
渉
や
圧
力
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
裁
判
が
法
に
基
づ
き
公
正
中
立
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
判
示
し
た
。

た
だ
し
、
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
の
原
則
と
は
、
終
局
的
か
つ
絶
対
的
な
決
定
権
限
が
個
々
の
裁
判
官
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る
と

い
う
意
味
で
は
な
い
。
実
際
に
も
、
法
律
に
基
づ
く
裁
判
所
に
よ
る
司
法
権
行
使
に
随
伴
す
る
制
約
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
49
）

。
す
な
わ
ち
、

上
級
審
の
裁
判
所
の
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
に
か
か
る
判
断
に
は
、
下
級
審
の
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

（
裁
判
所
法
四
条
）
や
、
合
議
体
に
お
い
て
裁
判
官
の
意
見
が
分
か
れ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
過
半
数
の
意
見
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

（
裁
判
所
法
七
七
条
一
項
、
二
項
）、
少
数
派
の
裁
判
官
は
多
数
派
の
裁
判
官
の
意
見
に
従
う
こ
と
に
な
る
が
、
憲
法
自
体
は
、
審
級
制

（
七
六
条
一
項
、
八
一
条
）
や
合
議
制
（
七
九
条
一
項
、
八
二
条
二
項
）
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
の
原
則
に

違
反
す
る
と
は
い
え
な
か
ろ
う
。

本
判
決
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
ま
ず
、「
憲
法
が
一
般
的
に
国
民
の
司
法
参
加
を
許
容
し
て
お
り
、
裁
判
員
法
が
憲
法
に
適
合
す
る

よ
う
に
こ
れ
を
法
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
裁
判
員
法
が
規
定
す
る
評
決
制
度
の
下
で
、
裁
判
官
が
時
に
自
ら
の
意
見
と
異
な
る
結

論
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
憲
法
に
適
合
す
る
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
結
果
で
あ
る
か
ら
、
同
項
〔
憲
法

七
六
条
三
項
〕
違
反
と
の
評
価
を
受
け
る
余
地
は
な
い
」
と
判
示
す
る
。
要
す
る
に
、
本
判
決
は
、
裁
判
員
法
が
憲
法
に
適
合
す
る
と
い

う
判
断
を
前
提
に
、
裁
判
官
が
自
分
の
意
見
と
異
な
る
結
論
に
従
う
の
は
、
憲
法
適
合
的
な
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
結
果
で
あ
る
か
ら
、
裁

判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
違
反
で
は
な
い
と
い
う
（
50
）

。

（
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し
か
し
な
が
ら
、「
憲
法
に
適
合
す
る
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
結
果
で
あ
る
か
ら
」
と
い
う
簡
潔
な
理
由
の
み
か
ら
、
裁
判
官
が
自
ら
の

意
見
と
異
な
る
結
論
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
の
原
則
に
違
反
し
な
い
と
す
る
結
論
部
分

を
直
ち
に
導
き
出
す
こ
と
は
、
適
切
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
法
律
そ
れ
自
体
が
憲
法
適
合
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
も
常

に
憲
法
適
合
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
い
え
な
か
ろ
う
。
法
律
そ
れ
自
体
の
合
憲
性
が
、
そ
の
適
用
行
為
の
憲
法
適
合
性
を

直
ち
に
保
障
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
前
記
引
用
部
分
は
、
判
例
集
に
お
い
て
は
要
旨
3
と
し
て
下
線
が
引
か
れ
て
い
る

箇
所
で
も
あ
る
が
、
職
権
行
使
の
独
立
に
違
反
し
な
い
と
す
る
実
質
的
な
理
由
は
判
決
文
の
記
述
の
み
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。そ

こ
で
、
判
決
に
は
書
か
か
れ
て
い
な
い
欠
缺
し
た
論
理
を
、
調
査
官
解
説
か
ら
補
っ
て
理
解
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
裁
判
員
法
が
憲

法
適
合
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
判
決
の
い
う
論
拠
）
か
ら
、
裁
判
官
が
自
分
の
意
見
と
異
な
る
結
論
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
裁
判

官
の
職
権
行
使
の
独
立
の
原
則
に
違
反
し
な
い
と
い
う
こ
と
（
判
決
の
い
う
結
論
）
が
、
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。

調
査
官
解
説
は
、
ま
ず
、「
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
に
は
、
合
理
的
な
裁
判
制
度
の
実
現
の
た
め
に
い
わ
ば
内
在
的
な
法
的
制
約

が
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
判
決
文
に
は
な
い
記
述
で
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、「
憲
法
自
体
が
、
合
議
体
に
よ
る
裁
判
を

予
定
し
て
い
る
…
…
（
憲
法
79
条
、
82
条
）」
か
ら
、「
一
つ
の
裁
判
体
の
中
で
、
構
成
員
の
意
見
が
異
な
る
結
果
、
自
ら
の
意
見
と
異
な

る
裁
判
行
為
に
加
わ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
合
議
体
の
構
成
員
と
し
て
少
数
意
見
と
な
る
場
合
な
ど
従
来
か
ら
あ
り
得
た
こ
と
で
あ

る
」
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、「
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
を
侵
害
す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の

解
釈
を
示
す
。
こ
こ
ま
で
を
補
っ
て
、
よ
う
や
く
、
判
決
の
い
う
論
拠
と
判
決
の
い
う
結
論
と
が
接
続
可
能
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
憲

法
に
適
合
す
る
国
民
の
司
法
参
加
に
係
る
具
体
的
な
法
制
度
の
中
で
、
裁
判
体
の
結
論
が
個
々
の
裁
判
官
の
意
見
と
異
な
る
も
の
と
な
る

（
一
〇
七
二
）
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こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
は
憲
法
が
当
然
予
定
し
て
い
る
と
い
え
」
る
（
51
）

。
裁
判
員
裁
判
の
合
議
体
に
お
い
て
も
、
裁
判
官
が
、
他
の
構
成
員

の
意
見
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
は
従
前
と
同
じ
で
あ
り
（
異
な
る
点
は
、
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
他
の
構
成
員

が
裁
判
官
に
限
ら
ず
、
裁
判
員
で
あ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）、
そ
れ
自
体
は
憲
法
七
六
条
三
項
に
違
反
し
な
い
。

本
判
決
は
、
さ
ら
に
続
け
て
、「
裁
判
員
制
度
の
下
に
お
い
て
も
、
法
令
の
解
釈
に
係
る
判
断
や
訴
訟
手
続
に
関
す
る
判
断
を
裁
判
官

の
権
限
に
す
る
な
ど
、
裁
判
官
を
裁
判
の
基
本
的
な
担
い
手
と
し
て
、
法
に
基
づ
く
公
正
中
立
な
裁
判
の
実
現
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
点
か
ら
も
、
裁
判
員
制
度
は
、
同
項
〔
憲
法
七
六
条
三
項
〕
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

七
六
条
三
項
適
合
性
を
支
え
る
論
拠
と
し
て
も
、
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
裁
判
員
の
権
限
が
限

定
さ
れ
、
法
令
解
釈
に
係
る
判
断
や
訴
訟
手
続
に
関
す
る
判
断
が
裁
判
官
の
専
権
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、
基
本
的
担
い

手
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

3　

裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
特
殊
な
評
決
方
法
と
裁
判
員
の
実
質
的
参
加

本
判
決
は
、
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
の
原
則
に
関
し
て
、
上
記
引
用
部
分
に
続
け
て
、
想
定
さ
れ
う
る
批
判
に
反
駁
し
て
い
る
。

そ
の
批
判
と
は
、「
裁
判
官
の
2
倍
の
数
の
国
民
が
加
わ
っ
て
裁
判
体
を
構
成
し
、
多
数
決
で
結
論
を
出
す
制
度
の
下
で
は
、
裁
判
が
国

民
の
感
覚
的
な
判
断
に
支
配
さ
れ
（
52
）

、
裁
判
官
の
み
で
判
断
す
る
場
合
と
結
論
が
異
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
、
裁
判
所
が
果
た
す
べ
き

被
告
人
の
人
権
保
障
の
役
割
を
全
う
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
構
成
は
憲
法
上
許
容
さ
れ
な
い
と
い
う
主

張
」
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
人
の
裁
判
官
が
無
罪
の
意
見
、
一
人
の
裁
判
官
は
有
罪
の
意
見
で
、
六
人
の
裁
判
員
が
有
罪
の
意
見

の
場
合
（
53
）

に
は
、
従
前
の
裁
判
官
の
み
の
裁
判
で
は
無
罪
の
結
論
に
な
る
も
の
の
、
裁
判
員
裁
判
で
は
有
罪
の
結
論
と
な
る
と
こ
ろ
、
そ
れ

（
一
〇
七
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
三
二

で
も
裁
判
官
の
意
見
で
あ
る
無
罪
と
い
う
結
論
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
議
論
で
あ
る
。

裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
裁
判
官
の
多
数
意
見
で
結
論
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
員
の
意
見
は
裁
判
の
結
論
に
影
響

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
質
的
に
裁
判
員
に
評
決
権
を
認
め
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
で
は
、
本
判
決
の
い
う
と
お
り
、

「
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
意
義
の
重
要
な
部
分
が
没
却
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
」
な
い
（
54
）

。
し
た
が
っ
て
、
国
民
の
司
法
参
加
を

実
質
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
か
か
る
主
張
は
斥
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
文
脈
で
、
評
決
の
対
象
が
限
定
さ
れ
る
点
と
、
評
議
に
あ
た
っ
て
裁
判
長
が
十
分
な
説
明
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
だ
け
で
な
く
、
裁
判
員
制
度
に
お
け
る
特
殊
な
評
決
方
法
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判

員
法
六
七
条
一
項
は
、「
構
成
裁
判
官
及
び
裁
判
員
の
双
方
の
意
見
を
含
む

0

0

0

0

0

0

0

0

合
議
体
の
員
数
の
過
半
数
の
意
見
に
よ
る
」（
傍
点
は
本
稿
の

筆
者
に
よ
る
）
と
規
定
し
て
お
り
、
本
判
決
が
述
べ
る
と
お
り
、「
評
決
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
多
数
決
で
な
く
、
多
数
意
見
の
中
に
少
な

く
と
も
1
人
の
裁
判
官
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」。
本
判
決
は
、
こ
の
こ
と
を
挙
げ
た
う
え
で
「
被
告
人
の
権
利

保
護
と
い
う
観
点
か
ら
の
配
慮
も
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
合
憲
の
結
論
を
導
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
が
一
人
も

加
わ
ら
な
い
で
被
告
人
に
不
利
な
結
論
と
な
る
の
は
、
被
告
人
の
権
利
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
の
配
慮
を
欠
く
の
で
、
憲
法
適
合
性
を
維

持
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
前
提
と
な
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

刑
事
裁
判
に
お
け
る
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
で
あ
る
。

評
決
方
法
に
関
し
て
、
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
ま
で
を
要
請
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
高
橋
和
之
教
授
は
、「
少
な
く
と
も
、
法
の
専
門
家
で
あ
る
裁
判
官
（
の
多
数
）
が
無
罪
と
す
る
も
の
を
一
般
国
民
の
参
加
で

有
罪
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
な
制
度
設
計
が
必
要
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
裁
判
員
制
度
に
「
危
惧
さ
れ
る
点
が
な
い

（
一
〇
七
四
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
三
三

わ
け
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
。
具
体
的
に
は
、「「
双
方
の
意
見
」
を
含
ま
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
有
罪
と
す
る
に
は
裁
判
員
だ
け
の
過

半
数
で
は
足
り
ず
、
少
な
く
と
も
1
人
の
裁
判
官
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
が
、
逆
に
い
え
ば
、
2
人
の
裁
判
官
が
反
対
し
て
も
有
罪
に
し

う
る
わ
け
で
あ
」
り
、「
こ
の
点
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
述
べ
る
（
55
）

。
つ
ま
り
、
高
橋
教
授
に
よ
っ
て
危
惧
さ

れ
評
価
が
微
妙
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
裁
判
官
二
人
に
よ
る
無
罪
の
意
見
で
、
従
前
は
無
罪
で
あ
っ
た
も
の
が
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
以

降
は
有
罪
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
有
罪
の
結
論
と
な
る
こ
と
を
排
除
す

る
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
評
議
に
お
い
て
裁
判
官
と
裁
判
員
と
が
基
本
的
に
は
対
等
な
権
限
を
有
す
る
も
の
と
し
、
評
決
方
法
に
つ
い
て
は
裁

判
員
の
主
体
的
・
実
質
的
関
与
を
確
保
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
す
る
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
の
理
解
（
56
）

を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、

筆
者
は
、
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
は
、
裁
判
官
二
人
が
無
罪
と
判
断
し
た
場
合
の
有
罪
の
結
論
を
排
除
す
る
機
能
ま
で
は
有
し
て
い

な
い
と
解
す
る
。
も
し
裁
判
官
二
人
が
無
罪
と
判
断
し
た
場
合
で
も
（
裁
判
官
一
人
が
有
罪
の
意
見
で
、
裁
判
員
六
人
が
有
罪
の
意
見
で
も
）
無

罪
の
結
論
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
官
と
裁
判
員
の
評
決
権
が
対
等
で
は
な
い
（
少
数
の
裁
判
官
の
意
見
が
多
数
の
裁

判
員
の
意
見
に
優
位
す
る
）
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
裁
判
員
制
度
の
出
発
点
で
あ
る
審
議
会
の
意
見
書
の
立
場
に
反
す
る

と
い
え
る
。（
高
橋
教
授
の
表
現
を
借
り
れ
ば
）
裁
判
官
は
た
し
か
に
「
法
の
専
門
家
」
で
あ
る
が
、
事
実
認
定
、
法
令
の
適
用
及
び
有
罪
の

場
合
の
刑
の
量
定
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
法
律
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
こ
と
が
判
断
に
必
ず
し
も
不
可
欠
と

は
い
え
な
い
と
判
示
さ
れ
て
お
り
（
57
）

、
法
の
専
門
家
た
る
裁
判
官
の
評
決
権
が
素
人
の
裁
判
員
の
評
決
権
に
常
に
優
位
す
る
と
解
す
べ
き
と

は
い
え
な
い
。

裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
を
支
え
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
の
基
本
的
担
い
手
性
の
射
程
は
、
法
令
解
釈
に
係
る
判
断
や
訴
訟

（
一
〇
七
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
三
四

手
続
に
関
す
る
判
断
が
裁
判
官
の
専
権
と
さ
れ
る
こ
と
と
、
事
実
の
認
定
や
刑
の
量
定
に
関
し
て
裁
判
官
が
一
人
も
加
わ
ら
な
い
で
被
告

人
に
不
利
な
結
論
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
超
え
て
、
後
者
に
関
し
て
裁
判
官
の
評
決
権
の
裁

判
員
の
評
決
権
に
対
す
る
優
位
ま
で
を
意
味
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
裁
判
員
裁
判
に
固
有
の
特
殊
な
評
決
方
法
（
合
議
体
の
構
成
員
全
体
の
単
純
な
過
半
数
の
意
見
で
は
な
く
、
裁
判
官
・
裁
判
員
双
方
の
意

見
を
含
む
過
半
数
の
意
見
）
が
、
上
述
の
よ
う
に
被
告
人
に
不
利
に
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
意
義
の
重
要

部
分
を
維
持
す
る
要
請
と
刑
事
裁
判
に
お
け
る
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
の
要
請
の
両
方
が
そ
の
結
論
を
支
持
す
る
が
、
逆
に
、
こ
の

評
決
方
法
が
被
告
人
に
有
利
に
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
（
す
べ
て
の
裁
判
員
が
有
罪
の
意
見
で
も
、
す
べ
て
の
裁
判
官
が
無
罪
の
意
見
で
あ
れ
ば
、
無

罪
の
結
論
と
な
る
）
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
が
、
裁
判
員
の
実
質
的
参
加
の
意
義
を
確
保
す
べ
き
と
い
う
要
請
を
乗

り
越
え
て
、
裁
判
員
の
多
数
の
意
見
と
異
な
る
結
論
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。

4　

裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
と
特
別
裁
判
所

裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
が
憲
法
七
六
条
二
項
前
段
に
よ
っ
て
設
置
が
禁
止
さ
れ
る
「
特
別
裁
判
所
」
に
該
当
す
る
か
と
い
う
論
点

は
、
裁
判
員
制
度
を
違
憲
と
主
張
す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
（
58
）

、
本
件
の
弁
護
人
独
自
の
主
張
で
あ
る
。
裁
判
員
制

度
を
鋭
く
批
判
す
る
論
稿
を
発
表
し
て
い
る
西
野
喜
一
教
授
も
、「
本
件
で
、
弁
護
人
は
、
裁
判
員
の
加
わ
っ
た
法
廷
は
憲
法
76
条
2
項

の
「
特
別
裁
判
所
」
に
当
た
る
と
い
う
主
張
も
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
無
理
で
あ
る
」
と
断
言
し
て
い
る
（
59
）

。

本
件
に
お
い
て
、
こ
の
主
張
は
、
主
位
的
な
も
の
で
は
な
く
「
予
備
的
主
張
」
と
さ
れ
て
お
り
（
60
）

、
弁
護
人
に
よ
れ
ば
、
法
学
協
会
編

『
註
解
日
本
国
憲
法　

下
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
）
一
一
三
六
頁
及
び
清
宮
四
郎
『
憲
法
Ⅰ
（
法
律
学
全
集
三
）』
の
初
版
（
有
斐
閣
、

（
一
〇
七
六
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
三
五

一
九
五
七
年
）
二
八
一
頁
（
61
）

に
お
け
る
特
別
裁
判
所
の
意
義
に
関
す
る
説
明
を
引
用
し
た
う
え
で
、
㈠
裁
判
員
な
い
し
そ
の
参
加
す
る
合
議

体
が
最
高
裁
判
所
及
び
下
級
裁
判
所
の
い
ず
れ
の
系
列
に
も
入
ら
な
い
「
完
全
に
異
質
の
外
部
」
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
、
㈡
裁
判
員
が

「
憲
法
順
守
義
務
」（
上
告
趣
意
書
原
文
マ
マ
）
を
負
わ
な
い
こ
と
、
㈢
裁
判
員
が
判
決
文
に
お
い
て
も
公
判
手
続
調
書
に
お
い
て
も
匿
名
で

あ
る
こ
と
、
㈣
裁
判
員
裁
判
の
対
象
事
件
が
裁
判
員
法
二
条
一
項
一
号
・
二
号
に
規
定
さ
れ
る
「
特
別
特
殊
な
種
類
の
事
件
」
に
限
ら
れ
、

か
つ
同
法
三
条
が
二
条
一
項
一
号
・
二
号
に
該
当
す
る
事
件
で
あ
っ
て
も
対
象
事
件
か
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
、
㈤
裁
判
員
の
参
加
す
る

合
議
体
は
、「
そ
の
事
件
限
り
の
た
め
一
時
の
臨
時
の
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
㈥
裁
判
員
の
参
加
し
た
第
一
審
の
裁
判
が
「
裁
判
所
」
に

よ
る
裁
判
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
判
決
に
対
す
る
上
訴
が
で
き
る
と
し
て
も
、
被
告
人
か
ら
三
審
制
の
利
益
を
奪
う
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
の
六
点
を
挙
げ
て
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
が
憲
法
七
六
条
二
項
前
段
の
禁
止
す
る
「
特
別
裁
判
所
」
に
該
当
す
る
と
主
張

し
た
（
62
）

。
一
方
、
検
察
官
は
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
は
、
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
に
係
る
事
件
な
ど
一
定
の

重
大
事
件
に
限
っ
て
扱
う
も
の
で
あ
る
が
、
裁
判
所
法
に
よ
り
第
1
審
の
刑
事
裁
判
を
所
管
す
る
下
級
裁
判
所
と
し
て
設
置
さ
れ
た
地
方

裁
判
所
に
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
裁
判
に
対
し
て
は
高
等
裁
判
所
及
び
最
高
裁
判
所
へ
の
上
訴
が
認
め
ら
れ
て
い
る
」
か
ら
、

「
裁
判
員
裁
判
を
取
り
扱
う
地
方
裁
判
所
の
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
は
、
最
高
裁
判
所
を
頂
点
と
す
る
通
常
の
裁
判
所
の
系
列
に
属

し
、
憲
法
の
禁
じ
る
「
特
別
裁
判
所
」
に
当
た
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
（
63
）

。

憲
法
七
六
項
二
項
前
段
に
よ
っ
て
設
置
が
禁
じ
ら
れ
る
特
別
裁
判
所
と
は
、
通
説
的
見
解
に
よ
れ
ば
、「
特
別
の
人
間
ま
た
は
事
件
に

つ
い
て
裁
判
す
る
た
め
に
、
通
常
裁
判
所
の
系
列
か
ら
独
立
し
て
設
け
ら
れ
る
裁
判
機
関
で
あ
り
（
64
）

」、
判
例
は
、「
一
般
的
に
司
法
権
を
行

う
通
常
裁
判
所
の
系
列
に
属
す
る
下
級
裁
判
所
と
し
て
裁
判
所
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
」
は
特
別
裁
判
所
に
あ
た
ら
な
い
と
し
て
い

（
一
〇
七
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
三
六

る
（
最
大
判
昭
和
三
一
年
五
月
三
〇
日
刑
集
一
〇
巻
五
号
七
五
六
頁
）。
た
し
か
に
裁
判
員
裁
判
の
合
議
体
は
、
弁
護
人
の
主
張
す
る
よ
う
に
、

法
律
の
定
め
る
一
定
の
事
件
の
み
を
扱
う
非
常
設
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
七
六
条
二
項
前
段
の
問
題
の
本
質
は
先
に
挙
げ
た
通
説
の
定
義

の
う
ち
の
後
段
部
分
、
す
な
わ
ち
、
通
常
の
裁
判
所
の
系
列
外
で
あ
る
か
否
か
で
あ
り
（
65
）

、
事
件
の
限
定
性
や
裁
判
所
の
非
常
設
性
は
違
憲

性
の
判
断
に
決
定
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
員
裁
判
の
判
決
に
対
し
て
は
控
訴
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
刑
事

訴
訟
法
三
七
二
条
）
ゆ
え
に
、
特
別
裁
判
所
に
は
該
当
し
な
い
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
判
決
も
、「
裁
判
員
制
度
に
よ
る
裁
判
体
は
、
地
方
裁
判
所
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
1
審
判
決
に
対
し
て
は
、
高
等
裁
判

所
へ
の
控
訴
及
び
最
高
裁
判
所
へ
の
上
告
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
裁
判
官
と
裁
判
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
裁
判
体
が
特
別
裁
判
所
に
当

た
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

五　

ま
と
め
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
平
成
二
三
年
最
高
裁
大
法
廷
判
決
に
沿
っ
て
、
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

裁
判
員
の
職
務
等
の
意
に
反
す
る
苦
役
該
当
性
を
め
ぐ
る
問
題
（
判
決
の
3
⑷
部
分
）
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
扱
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
挙
げ
て
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
（
66
）

。

＊　

本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
）））「
裁
判
員
制
度
と
弾

劾
制
度
の
研
究
を
通
じ
た
自
由
主
義
と
民
主
主
義
と
の
相
克
に
つ
い
て
の
探
究
」（
課
題
番
号
：
二
五
七
八
〇
〇
一
六
）
及
び
平
成
二
八
年
度
日
本

（
一
〇
七
八
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
三
七

学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）））「
国
民
の
司
法
参
加
を
め
ぐ
る
憲
法
理
論
の
国
際
的
発

信
」（
課
題
番
号
：
一
六
Ｋ
〇
三
三
〇
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
、
以
下
、「
憲
法
」
と
は
、
特
に
注
記
の
な
い
限
り
、
日

本
国
憲
法
を
指
す
も
の
と
す
る
。

（
1
） 
拙
著
『
裁
判
員
制
度
の
立
法
学

│
討
議
民
主
主
義
理
論
に
基
づ
く
国
民
の
司
法
参
加
の
意
義
の
再
構
成
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
2
） 

筆
者
は
、
本
稿
に
お
い
て
、
判
例
が
い
う
と
こ
ろ
の
裁
判
員
制
度
を
合
憲
と
基
礎
づ
け
る
本
質
的
要
素
を
析
出
す
る
作
業
を
行
っ
た
う
え
で
、

「
裁
判
員
制
度
の
意
義
と
展
開
可
能
性
」
と
題
す
る
別
稿
に
お
い
て
、
今
後
の
裁
判
員
制
度
の
展
開
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
考
察
す
る
予
定
で

あ
る
。

（
3
） 

西
野
吾
一
＝
矢
野
直
邦
「
判
解
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
二
三
年
度
）』（
法
曹
会
、
二
〇
一
五
年
）
二
九
五
頁
。
最
大
判
平

成
二
三
年
一
一
月
一
六
日
刑
集
六
五
巻
八
号
一
二
八
五
頁
に
つ
い
て
の
調
査
官
解
説
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
1
）に
つ
い
て
、「
裁
判
員
制
度
の
憲
法

適
合
性
の
問
題
を
、「
民
主
司
法
の
ジ
レ
ン
マ
」
の
問
題
と
し
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
検
討
し
た
文
献
」
と
し
て
紹
介
し
た
う
え
で
、
憲
法
の
基
本

的
原
理
を
考
察
す
る
重
要
な
箇
所
に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
（
二
九
六
頁
）。

（
4
） 

第
一
審
で
は
、
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
は
争
わ
れ
な
か
っ
た
。

（
5
） 

控
訴
審
判
決
は
、
憲
法
が
下
級
裁
判
所
の
構
成
に
つ
い
て
直
接
定
め
ず
、
裁
判
官
以
外
の
者
が
裁
判
に
加
わ
る
こ
と
を
禁
止
し
た
明
文
の
規
定

を
置
い
て
い
な
い
こ
と
、
裁
判
所
法
三
条
三
項
が
刑
事
に
つ
い
て
陪
審
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
旧
憲
法
二
四

条
（
裁
判
官
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
）
と
現
憲
法
三
二
条
（
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
）
の
文
言
の
差
異
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
（
刑

集
六
五
巻
八
号
一
三
六
五
頁
）。

（
6
） 

本
判
決
に
つ
い
て
の
評
釈
と
し
て
、
青
野
篤
「
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性

│
最
高
裁
平
成
23
年
11
月
26
日
大
法
廷
判
決
」
大
分
大
学
経
済
論
集

六
四
巻
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
六
三
頁
、
榎
透
「
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性
〈
最
新
判
例
演
習
室
／
憲
法
〉」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
八
五
号
（
二
〇
一
二

年
）
一
一
六
頁
、
君
塚
正
臣
「
裁
判
員
制
度
を
最
高
裁
判
所
大
法
廷
が
合
憲
と
初
め
て
判
断
し
た
例
」
新
・
判
例
解
説W

atch

（
法
学
セ
ミ
ナ
ー

増
刊
）
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
一
頁
、
笹
田
栄
司
「
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
四
五
三
号
〔
平
成
二
四
年
度
重
要
判

例
解
説
〕（
二
〇
一
三
年
）
一
〇
頁
、
佐
藤
寛
稔
「
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性
〈
判
例
評
釈
〉」
秋
田
法
学
五
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
九
七
頁
、
宍
戸
常

（
一
〇
七
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
三
八

寿
「
裁
判
員
裁
判
の
憲
法
適
合
性
」
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
判
例
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
憲
法
〔
増
補
版
〕』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）
四
六
五
頁
、
新
屋

達
之
「
国
民
の
司
法
参
加
・
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性
（
刑
事
訴
訟
法
判
例
研
究
31
）」
法
律
時
報
八
四
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
二
六
頁
、
土

井
真
一
「
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
一
八
号
〔
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
第
六
版
〕（
二
〇
一
三
年
）
三
八
六
頁
、
南
部
晋
太
郎
「
裁

判
員
制
度
の
合
憲
性
に
関
す
る
大
法
廷
判
決
〈
新
判
例
解
説
〉」
研
修
七
六
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
一
頁
、
西
野
喜
一
「
裁
判
員
制
度
合
憲
判
決

に
み
る
最
高
裁
判
所
の
思
想
と
そ
の
問
題
点
」
法
政
理
論
四
四
巻
二
＝
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
八
一
頁
、
平
良
木
登
規
男
『
国
民
の
司
法
参
加
と
刑

事
法
学
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
二
六
九
頁
（
初
出
は
、
同
「
裁
判
員
裁
判
の
合
憲
性
〈
刑
事
裁
判
例
批
評
198
〉」
刑
事
法

ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
四
頁
）、
前
田
雅
英
「
裁
判
員
裁
判
の
合
憲
性
〈
警
察
官
の
た
め
の
刑
事
基
本
判
例
講
座
第
29
講
〉」
警

察
学
論
集
六
五
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
一
頁
、
蒔
田
圭
明
「
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性
」
名
城
法
学
論
集
大
学
院
研
究
年
報
三
九
集

（
二
〇
一
一
年
）
四
五
頁
、
毛
利
透
「
裁
判
員
裁
判
の
憲
法
適
合
性
」
法
学
教
室
三
八
九
号
別
冊
付
録
〔
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
二
│
一
〕

（
二
〇
一
三
年
）
三
頁
が
あ
る
。

（
7
） 

以
下
、
第
1
、
1
、
①
な
い
し
⑴
な
ど
の
数
字
は
、
判
決
文
の
原
文
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
以
外
の
記
号
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

文
字
は
、
判
決
の
構
造
の
把
握
の
た
め
に
、
本
稿
の
筆
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
〇
三
│
一
三
四
八
頁
。

（
9
） 

こ
れ
は
、
本
件
の
弁
護
人
独
自
の
概
念
で
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
憲
法
八
〇
条
一
項
前
段
の
規
定
に
基
づ
い
て
任
命
さ
れ
た
裁
判

官
で
あ
る
と
い
う
（
刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
〇
五
頁
）。

（
10
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
二
二
頁
。

（
11
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
四
八
│
一
三
五
一
頁
。
検
察
官
も
憲
法
の
他
の
条
項
の
適
合
性
に
つ
い
て
は
一
切
論
及
し
て
い
な
い
。

（
12
） 

西
野
喜
一
『
さ
ら
ば
、
裁
判
員
制
度

│
司
法
の
混
乱
が
も
た
ら
し
た
悲
劇
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
一
五
九
│
一
六
一
頁
。

織
田
信
夫
弁
護
士
も
、「
大
法
廷
判
決
は
、
…
…
弁
護
人
が
特
に
上
告
趣
意
と
は
し
て
い
な
い
憲
法
一
八
条
後
段
違
反
と
憲
法
七
六
条
三
項
違
反
の

問
題
を
全
く
独
自
に
上
告
趣
意
と
し
て
取
り
上
げ
、
判
断
し
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
に
つ
い
て
、「
憲
法
八
一
条
違
反
の
判
断
で
あ
り
、
判
決
理
由
と

し
て
の
意
味
も
拘
束
力
も
な
い
の
で
あ
」
り
、「
上
告
理
由
と
は
な
し
得
な
い
も
の
を
上
告
理
由
と
し
て
構
成
し
、
そ
れ
を
判
決
に
明
記
し
、
さ
も

（
一
〇
八
〇
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
三
九

弁
護
人
が
真
実
上
告
趣
意
と
し
た
か
の
よ
う
に
装
っ
た
最
高
裁
の
欺
瞞
的
行
為
は
、
国
民
と
し
て
到
底
許
し
得
な
い
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
憤
怒
す
る
（
織
田
信
夫
『
裁
判
員
制
度
は
な
ぜ
続
く

│
そ
の
違
憲
性
と
不
合
理
性
』（
花
伝
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
一
一
│
一
一
三
頁
）。

（
13
） 
本
件
は
、
福
島
地
方
裁
判
所
郡
山
支
部
で
行
わ
れ
た
裁
判
員
裁
判
で
裁
判
員
を
務
め
た
者
が
、
自
ら
が
急
性
ス
ト
レ
ス
障
害
を
発
症
し
た
原
因

は
、
裁
判
員
法
に
よ
っ
て
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
出
頭
を
求
め
ら
れ
、
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
、
凄
惨
な
内
容
を
含
む
証
拠
を
取
り
調
べ
、
死
刑
判
決

に
関
与
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
裁
判
員
法
の
規
定
は
、
憲
法
一
八
条
後
段
、
二
二
条
一
項
、
一
三
条
に
違
反
し
、
裁
判
員
法
を
制

定
し
た
国
会
議
員
の
立
法
行
為
は
違
法
で
あ
り
、
ま
た
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
平
成
二
三
年
大
法
廷
判
決
に
お
い
て
、
裁
判
員
制
度
の
推
進

を
図
る
と
い
う
政
治
的
目
的
を
も
っ
て
裁
判
員
法
の
合
憲
判
断
を
行
い
、
下
級
裁
判
所
が
裁
判
員
法
を
違
憲
と
す
る
判
断
を
示
す
こ
と
を
困
難
に
さ

せ
て
裁
判
員
法
を
運
用
さ
せ
た
違
法
が
あ
る
と
し
て
、
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

原
告
は
、
平
成
二
三
年
大
法
廷
判
決
に
係
る
事
件
の
被
告
人
の
弁
護
人
の
上
告
趣
意
書
で
は
、
憲
法
八
〇
条
一
項
本
文
前
段
、
七
六
条
一
項
・
二

項
前
段
違
反
の
主
張
の
み
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
検
察
官
の
答
弁
書
も
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
す
る
反
論
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
同
判
決
に
お
い
て
、「
最
高
裁
は
、
憲
法
一
八
条
後
段
に
違
反
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
上
告
審
に
お
い
て
争
点
と
は
な
っ
て
い
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
争
点
と
し
て
取
り
上
げ
、
同
条
後
段
に
は
違
反
し
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
」
り
、「
最
高
裁
平
成

二
三
年
判
決
は
、
裁
判
員
法
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
の
疑
念
を
払
拭
し
、
裁
判
員
制
度
の
維
持
、
定
着
化
を
図
る
と
い
う
政
治
的
目
的
の
も
と
、

法
が
憲
法
一
八
条
後
段
そ
の
他
の
条
項
に
違
反
す
る
と
い
う
上
告
趣
意
と
さ
れ
て
い
な
い
主
張
を
、
上
告
趣
意
と
し
て
取
り
上
げ
た
上
で
こ
れ
を
排

斥
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
一
方
で
、
被
告
は
、「
最
高
裁
平
成
二
三
年
判
決
の
事
案
に
お
け
る
弁
護
人
の
上
告
趣
意
に
は
…
…
法
が

憲
法
七
六
条
三
項
及
び
一
八
条
後
段
に
違
反
す
る
旨
も
明
確
に
主
張
さ
れ
て
い
た
」
と
反
論
し
た
（
判
時
二
二
四
〇
号
一
二
四
│
一
二
五
頁
）。
こ

れ
に
対
し
て
、
福
島
地
方
裁
判
所
は
、
当
該
事
件
の
被
告
人
の
「
弁
護
人
は
、
裁
判
員
法
は
違
憲
無
効
で
あ
る
か
ら
被
告
人
は
無
罪
で
あ
る
と
の
主

張
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
」
が
、「
裁
判
員
法
は
手
続
法
で
あ
り
、
仮
に
こ
れ
が
違
憲
無
効
で
あ
れ
ば
、
適
正
手
続
の
保
障
（
憲
法
三
一
条
）
の

下
、
そ
の
よ
う
な
違
憲
な
法
律
に
基
づ
い
て
被
告
人
が
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
員
法
が
違
憲
無
効
で
あ
る
た
め
被

告
人
は
無
罪
で
あ
る
と
の
上
告
趣
意
の
中
に
は
、
弁
護
人
が
明
示
に
指
摘
し
た
憲
法
の
条
項
以
外
の
条
項
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
裁
判
員
法
が
違
反

す
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
旨
も
主
張
す
る
と
す
る
趣
旨
が
含
ま
れ
て
い
る
…
…
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
こ
ろ
、
平
成
二
三

（
一
〇
八
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
四
〇

年
大
法
廷
判
決
が
、「
上
記
弁
護
人
上
告
趣
旨
を
上
記
の
よ
う
に
理
解
し
た
上
で
」
裁
判
員
の
職
務
等
が
裁
判
員
等
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
と

こ
ろ
も
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、「
上
告
趣
意
に
含
ま
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
判
示
し

た
と
は
い
え
な
い
」
と
判
示
し
た
（
一
三
五
頁
）。

（
14
） 
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
総
務
局
編
『
裁
判
所
法
逐
条
解
説　

上
巻
』（
法
曹
会
、
一
九
六
八
年
）
八
九
頁
も
、
裁
判
所
法
一
〇
条
二
号
の
解
説

と
し
て
、
法
令
等
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、「
裁
判
所
が
当
事
者
の
主
張
を
ま
た
な
い
で
判
断
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
な
い
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
次
の
安
念
潤
司
教
授
の
記
述
が
明
快
で
あ
る
。「
訴
訟
法
的
に
は
、
あ
る
法
令
が
違
憲
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
法
律
上
の
主
張
で
あ
っ

て
、
し
か
も
法
適
用
上
の
意
見
の
表
明
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
格
別
の
制
限
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
裁
判
所
を
拘
束
す
る
意
味
も
な
く
、

裁
判
所
の
専
権
に
属
す
る
法
の
解
釈
・
適
用
に
関
す
る
一
資
料
で
あ
る
に
止
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
そ
れ
を
全
面
的
に
採
用
す
る
こ
と

も
、
全
面
的
に
無
視
す
る
こ
と
も
、
と
も
に
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
令
が
違
憲
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
当
事
者
の
主
張

が
な
く
て
も
、
違
憲
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
、
権
限
で
あ
れ
ば
義
務
で
も
あ
る
」（
安
念
潤
司
「
憲
法
訴
訟
論
と
は
何
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
か
ら
何

で
あ
り
得
る
か
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
二
頁
）。

（
15
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
〇
七
頁
。

（
16
） 

旧
陪
審
制
度
で
は
、
裁
判
所
は
、
陪
審
の
答
申
を
不
当
と
認
め
る
と
き
は
、
事
件
を
他
の
陪
審
の
評
議
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
陪
審
法

九
五
条
）。

（
17
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
三
二
頁
。
そ
し
て
、「
こ
の
「
苦
役
」
と
は
、
憲
法
第
18
条
…
…
に
お
け
る
「
苦
役
」
と
同
じ
意
味
内
容
で
あ
る
」
と

続
け
る
（
同
頁
）。

（
18
） 

そ
の
一
方
で
、
本
事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
が
一
八
条
適
合
性
に
つ
い
て
判
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
否
か
に
関
し
て
、
筆
者
は
、
必
ず

し
も
積
極
に
は
解
し
て
い
な
い
。
詳
細
は
、
別
稿
「
裁
判
員
の
職
務
等
と
被
告
人
の
裁
判
選
択
権
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
」
に
お
い
て
検
討
す
る
。

（
19
） 

西
野
＝
矢
野
・
前
掲
注（
3
）三
一
四
頁
。

（
20
） 

拙
著
・
前
掲
注（
1
）二
一
五
│
二
三
〇
頁
。

（
一
〇
八
二
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
四
一

（
21
） 

憲
法
普
及
会
編
『
新
憲
法
と
司
法
・
新
憲
法
と
人
身
の
自
由
』（
国
立
書
院
、
一
九
四
八
年
）
八
一
│
八
二
頁
（
兼
子
一
執
筆
）（「
元
来
、
陪

審
制
、
参
審
制
を
採
用
す
る
国
々
で
は
、
憲
法
中
に
こ
れ
を
規
定
し
、
陪
審
員
、
参
審
員
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
裁
判
官
に
つ
い
て
の
任
期
、
身
分

保
障
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
除
外
を
明
規
す
る
の
が
普
通
で
（
例
え
ば
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
、
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
）、
わ
が
憲
法
が
こ
れ
ら
の
制

度
を
民
主
司
法
の
当
然
の
あ
り
方
と
し
て
、
採
用
す
る
趣
旨
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
に
関
し
明
文
を
設
け
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
私

〔
兼
子
一
〕
は
新
憲
法
上
こ
れ
ら
の
制
度
を
採
用
す
る
余
地
は
な
い
も
の
と
思
う
」）、
西
野
喜
一
『
裁
判
員
制
度
批
判
』（
西
神
田
編
集
室
、

二
〇
〇
八
年
）
八
六
│
八
七
頁
（「
わ
が
国
の
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
憲
法
が
、
参
審
（
陪
審
も
同
じ
）
と
い
う
国
民
の
司
法
参
加
に
関
す
る
規
定

を
全
く
有
し
て
い
な
い
…
…
。
憲
法
は
、
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
も
、
司
法
を
担
う
裁
判
官
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
詳
細
な
規
定
を
設
け
て

い
な
が
ら
、
国
民
の
司
法
参
加
に
関
す
る
規
定
を
設
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
司
法
に
参
加
し
た
国
民
が
そ
の
ま
ま
裁
判
の
運
命
を

決
め
る
よ
う
な
形
態
で
の
司
法
参
加
を
認
め
る
よ
う
な
見
解
は
容
れ
る
余
地
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
そ
の
当
時
、
国
民
の
司

法
参
加
と
い
う
観
念
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
も
そ
の
ま
ま
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
現
行
憲
法
制
定
段
階
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
直

前
ま
で
、
日
本
特
有
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
陪
審
法
が
生
き
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法
の
衝
に
あ
る
者
に
と
っ
て
陪
審

制
の
こ
と
が
念
頭
に
な
か
っ
た
筈
が
な
く
…
…
、
ま
し
て
改
正
憲
法
の
原
案
起
草
に
関
与
し
た
の
は
世
界
で
最
も
活
発
に
陪
審
制
を
実
施
し
て
い
る

国
の
人
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
憲
法
の
規
定
に
、
陪
審
制
等
、
司
法
へ
の
国
民
参
加
の
規
定
を
全
く
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
憲
法
下
で
は
、
こ
れ
を
実
施
さ
せ
な
い
趣
旨
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
」）。

（
22
） 

法
学
協
会
編
『
註
解
日
本
国
憲
法　

下
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
）
一
一
二
八
頁
。
な
お
、
美
濃
部
達
吉
『
新
憲
法
概
論
』（
有
斐
閣
、

一
九
四
七
年
）
一
七
六
頁
も
、「
陪
審
制
及
参
審
制
…
…
に
付
い
て
は
憲
法
に
別
に
規
定
す
る
所
は
無
い
が
、
司
法
権
の
総
て
は
裁
判
所
の
行
ふ
所

で
あ
り
而
し
て
裁
判
所
は
裁
判
官
の
み
か
ら
成
る
こ
と
を
明
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
参
審
制
は
勿
論
陪
審
制
も
新
憲
法
は
之
を
認
め
な
い
趣

意
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
が
、
そ
の
翌
年
の
同
『
日
本
国
憲
法
原
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
八
年
）
四
六
一
│
四
六
二
頁
（
宮
沢
俊
義

教
授
に
よ
っ
て
補
訂
さ
れ
た
版
（
一
九
五
二
年
）
で
は
、
四
〇
五
│
四
〇
六
頁
）
で
は
、
裁
判
所
法
三
条
三
項
を
挙
げ
つ
つ
旧
陪
審
法
の
概
要
を
概

説
し
て
お
り
、
陪
審
・
参
審
制
度
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
は
論
及
し
て
い
な
い
。

（
23
） 

古
く
は
、
憲
法
普
及
会
・
前
掲
注（
21
）一
六
四
│
一
六
五
頁
（
木
村
亀
二
執
筆
）（「
唯
だ
、
新
憲
法
で
は
「
裁
判
所
」
に
於
け
る
裁
判
と
し
て

（
一
〇
八
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
四
二

「
裁
判
官
」
の
裁
判
と
は
為
し
て
居
な
い
。
…
…
何
と
な
れ
ば
、
勿
論
、「
裁
判
所
」
に
於
け
る
裁
判
は
必
ず
裁
判
官
を
以
つ
て
構
成
さ
れ
た
裁
判
所

の
裁
判
た
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
裁
判
官
が
必
ず
常
職
の
裁
判
官
た
る
を
必
要
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。

…
…
最
高
裁
判
所
の
構
成
に
つ
い
て
は
第
七
九
条
第
一
項
に
…
…
必
ず
常
職
裁
判
官
を
以
つ
て
構
成
す
べ
き
旨
を
明
か
に
し
て
居
る
が
、
下
級
裁
判

所
の
構
成
に
つ
い
て
は
憲
法
上
か
か
る
規
定
が
存
在
し
な
い
。
従
つ
て
、
下
級
裁
判
所
の
構
成
に
関
し
て
は
陪
審
員
又
は
参
審
員
の
如
き
素
人
裁
判

官
を
参
加
せ
し
め
る
こ
と
を
法
律
を
以
つ
て
定
め
て
も
憲
法
違
反
と
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」）。
そ
の
後
、
例
え
ば
、
佐
藤
功

『
日
本
国
憲
法
概
説
〔
全
訂
第
五
版
〕』（
学
陽
書
房
、
一
九
九
六
年
）
五
〇
九
頁
（「
個
々
の
裁
判
に
対
す
る
国
民
の
参
加
の
制
度
と
し
て
は
、
…
…

陪
審
お
よ
び
参
審
の
制
度
が
あ
る
か
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
採
用
す
る
か
し
な
い
か
に
つ
い
て
は
憲
法
は
触
れ
て
い
な
い
。
従
つ
て
、
法
律
に
よ
つ
て
、

こ
れ
ら
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
」）、
笹
田
栄
司
『
裁
判
制
度
』（
信
山
社
、
一
九
九
七
年
）
一
七
八
│
一
七
九
頁
（「
参
審
制
を
認
め

る
に
は
憲
法
に
明
文
の
規
定
が
必
要
が
、
そ
し
て
憲
法
は
専
門
の
裁
判
官
の
み
を
予
想
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
…
…
。「
元
来
、
陪
審
制
、
参
審

制
を
採
用
す
る
国
々
で
は
、
憲
法
中
に
こ
れ
を
規
定
」
す
る
と
ま
で
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
は
現
在
で
も
参
審
制
を
と
っ
て
い

る
が
、
裁
判
官
の
任
期
、
身
分
保
障
に
関
わ
る
ボ
ン
基
本
法
九
七
条
に
は
参
審
・
陪
審
に
つ
い
て
の
明
示
的
な
条
文
は
見
あ
た
ら
ず
、
法
律
レ
ベ
ル

で
規
定
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
…
…
参
審
裁
判
官
に
つ
い
て
は
法
律
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
妨
げ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

…
…
日
本
国
憲
法
八
〇
条
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
職
業
裁
判
官
で
な
い
参
審
裁
判
官
を
法
律
で
規
定
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い

と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
た
問
題
と
解
さ
れ
る
余
地
は
あ
る
の
で
あ
る
」）。
近
時
で
は
、
市
川
正
人
「
国
民
参
加
と
裁
判
員
制

度
」
法
律
時
報
七
六
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
四
年
）
四
二
頁
（「
憲
法
上
、
参
審
制
を
明
示
的
に
禁
止
し
て
い
る
規
定
が
な
い
以
上
、
法
律
に
よ
っ
て

参
審
制
を
導
入
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
」）、
大
石
和
彦
「「
国
民
の
司
法
参
加
」
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題

│
司
法
制
度
改
革
審
議
会
最

終
意
見
書
を
受
け
て
」
白
鴎
法
学
一
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
三
一
頁
（「
ド
イ
ツ
基
本
法
も
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
国
憲
法
…
…
も
、
陪
審
・
参
審

制
に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
も
確
か
で
、
陪
審
・
参
審
制
に
関
す
る
憲
法
典
の
沈
黙
か
ら
直
ち
に
、
そ
れ
ら
を
憲
法
典
が
否
定
し
て
い
る
も
の
と

帰
結
す
る
こ
と
に
は
、
や
は
り
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」）、
土
井
真
一
「
日
本
国
憲
法
と
国
民
の
司
法
参
加

│
法
の
支
配
の
担
い
手
に
関

す
る
覚
書
」『
岩
波
講
座
憲
法
4　

変
容
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
二
五
八
頁
（「
国
民
の
司
法
参
加
を
憲
法
上
必
置
の

制
度
と
す
る
た
め
に
は
、
憲
法
に
明
文
の
規
定
を
置
く
必
要
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
か
否
か
を
立
法
政
策
の
問
題
と
す

（
一
〇
八
四
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
四
三

る
場
合
に
は
、
独
仏
の
例
か
ら
見
て
も
、
必
要
的
憲
法
事
項
と
解
す
る
必
然
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」）
な
ど
。

（
24
） 

笹
田
栄
司
教
授
は
、「
憲
法
が
明
文
で
命
じ
る
ま
た
は
禁
ず
る
事
項
を
別
に
す
れ
ば
、
憲
法
事
項
と
法
律
事
項
の
区
別
は
憲
法
解
釈
に
よ
っ
て

解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
が
、「
裁
判
官
制
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
法
律
家
で
あ
る
職
業
裁
判
官
を
基
軸
と
し
、
そ
れ
に
裁
判
員
制
度
を
組
み
合

わ
せ
る
方
式
は
立
法
府
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
（
笹
田
栄
司
『
司
法
の
変
容
と
憲
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
八
五
頁
）。

（
25
） 

本
文
引
用
部
分
は
、
強
盗
被
告
事
件
の
第
一
審
・
控
訴
審
の
裁
判
に
お
い
て
陪
審
裁
判
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
憲
法
第

三
十
七
条
の
公
平
な
裁
判
所
の
裁
判
と
は
、
陪
審
裁
判
を
要
請
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」、「
そ
の
理
由
は
憲
法
前
文
が
、
国
政
は
、

「
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
当
然
に
で
て
く
る
こ
と
で
あ
る
」、「
陪
審

裁
判
は
民
主
主
義
国
家
の
刑
事
裁
判
に
は
固
有
の
制
度
で
あ
り
、
民
主
主
義
と
は
切
り
は
な
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
」
な
ど
と
す
る
弁
護

人
の
上
告
趣
意
書
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
26
） 

「
新
憲
法
が
陪
審
制
特
に
常
職
裁
判
官
の
判
断
を
拘
束
す
る
が
如
き
陪
審
制
も
参
審
制
も
認
め
な
い
趣
旨
だ
と
い
ふ
議
論
は
妥
当
で
は
な
い
。

若
し
こ
れ
を
認
め
な
い
趣
旨
で
あ
る
と
い
ふ
な
ら
ば
、
民
主
主
義
憲
法
た
る
新
憲
法
が
最
も
民
主
的
な
司
法
制
度
を
否
認
す
る
こ
と
と
な
り
、
憲
法

そ
れ
自
体
の
精
神
と
矛
盾
す
る
結
果
と
な
る
」（
憲
法
普
及
会
・
前
掲
注（
21
）一
六
七
頁
（
木
村
亀
二
執
筆
））。
な
お
、
戦
前
に
お
い
て
、
美
濃
部

達
吉
教
授
は
、「
陪
審
制
度
ハ
大
多
数
ノ
立
憲
国
ニ
共
通
ナ
ル
制
度
ニ
シ
テ
、
殆
ド
立
憲
政
治
ニ
伴
フ
必
然
ノ
制
度
ト
シ
テ
認
メ
ラ
ル
」
こ
と
を

も
っ
て
旧
陪
審
制
度
の
合
憲
性
を
主
張
し
て
い
た
（
美
濃
部
達
吉
『
改
訂　

憲
法
撮
要
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
六
年
）
四
九
三
│
四
九
四
頁
）
が
、

こ
こ
で
い
う
立
憲
政
治
を
現
在
で
い
う
民
主
主
義
的
政
治
体
制
を
指
す
も
の
と
解
す
れ
ば
、
か
か
る
議
論
は
戦
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

（
27
） 

拙
著
・
前
掲
注（
1
）一
〇
六
│
一
一
四
頁
。

（
28
） 

さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
今
後
、
裁
判
員
制
度
を
廃
止
す
る
と
し
て
も
、
特
段
の
事
情
の
変
更
が
な
い
限
り
、
直
ち
に
違
憲
と
な
る
と
い
う
こ
と

は
い
え
な
い
。
裁
判
員
制
度
の
よ
う
な
国
民
の
司
法
参
加
は
憲
法
上
要
請
さ
れ
て
お
ら
ず
、
司
法
参
加
の
権
利
が
（
裁
判
員
と
な
り
う
る
）
国
民
に

対
し
て
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
被
告
人
に
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

（
29
） 

土
井
・
前
掲
注（
6
）三
八
七
頁
。
大
石
・
前
掲
注（
23
）一
三
〇
│
一
三
一
頁
、
土
井
・
前
掲
注（
23
）二
五
八
頁
も
同
旨
。（

一
〇
八
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
四
四

（
30
） 

例
え
ば
、
わ
が
国
の
憲
法
解
釈
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
国
の
一
つ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
は
、
陪
審
制
度
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
規
定
（
三
条
二
節
三
項
）
や
、
陪
審
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
規
定
（
修
正
六
条
、
七
条
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の

司
法
権
は
し
ば
し
ば
英
米
法
系
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
五
九
八
頁
参
照
）、
憲
法
制
定

史
上
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
憲
法
解
釈
論
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
に
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
の

憲
法
適
合
性
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
か
の
国
で
司
法
参
加
を
認
め
る
憲
法
上
の
規
定
が
あ
る
（
一
方
で
、
わ
が
国
に
は
な
い
）
と
い
う
こ
と
を
看
過

す
る
の
か
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
憲
法
上
司
法
参
加
を
認
め
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
わ
が
国
の
憲
法
上
の
規
定
の
不
存
在

が
制
度
創
設
禁
止
を
意
味
し
な
い
こ
と
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
る
学
説
は
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
的
確
に
応
答
す
る
責
任
が
あ
ろ
う
。

（
31
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
二
九
三
頁
七
行
目
か
ら
九
行
目
ま
で
の
記
述
に
関
し
て
、
公
用
文
に
お
け
る
接
続
詞
「
及
び
」
の
通
常
の
用
法
を
前
提
と

す
る
な
ら
ば
、「
総
合
的
に
検
討
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
柄
」
は
、
本
文
記
載
の
と
お
り
三
つ
で
あ
る
と
読
む
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
続
く
判

決
文
の
記
述
内
容
か
ら
推
察
す
る
に
、
判
決
は
、「
憲
法
制
定
当
時
の
歴
史
的
状
況
を
含
め
た
憲
法
制
定
の
経
緯
」
と
「
憲
法
の
関
連
規
定
の
文
理
」

を
一
体
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
32
） 

も
っ
と
も
、
諸
外
国
の
陪
審
・
参
審
制
度
の
発
生
な
い
し
導
入
に
つ
い
て
、
そ
の
民
主
主
義
的
意
義
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
不
正
確
な
理
解
を
招
来
し
か
ね
な
い
点
に
注
意
を
要
す
る
。
常
本
照
樹
教
授
に
よ
れ
ば
、「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
陪
審
制
が
通
常
の
訴
訟
手
続

と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
は
一
二
世
紀
初
頭
と
い
わ
れ
」、「
当
初
の
陪
審
の
機
能
は
自
己
の
知
能
に
基
づ
い
て
、
裁
判
官
か
ら
の
質
問
に
宣
誓
の
上
で

答
え
る
と
い
う
証
人
的
機
能
で
あ
っ
た
」
が
、「
こ
れ
が
そ
の
後
、
証
拠
に
基
づ
い
て
判
断
を
下
す
裁
定
者
的
機
能
に
変
質
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」

と
い
う
。
た
し
か
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、「
一
八
三
〇
年
代
か
ら
の
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
ジ
ャ
ク
ス
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中

で
変
容
し
」、「
陪
審
の
民
主
主
義
的
意
義
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
」
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
、「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
国
王
と

国
王
の
手
先
で
あ
る
裁
判
官
か
ら
民
衆
の
自
由
を
守
る
も
の
と
し
て
の
、
陪
審
の
自
由
主
義
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
」
り
、

「
こ
の
よ
う
な
陪
審
の
自
由
主
義
的
意
義
に
注
目
し
て
、
陪
審
制
度
を
導
入
し
た
の
が
革
命
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
あ
」
り
、「
同
様
の
事
情
は
ド
イ
ツ
に

お
い
て
も
み
ら
れ
た
」。
も
と
よ
り
、
諸
外
国
の
陪
審
・
参
審
制
度
に
民
主
主
義
的
意
義
が
あ
る
こ
と
を
筆
者
も
否
定
し
な
い
が
、
常
本
教
授
の
整

理
に
よ
れ
ば
、「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
当
初
は
国
王
の
利
益
の
た
め
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

利
用
さ
れ
た
陪
審
制
は
、
そ
の
後
の
国
王
専
制
の
も
と
で
民
衆
の
自
由
の

（
一
〇
八
六
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
四
五

最
後
の
砦
と
い
う
べ
き
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
近
代
市
民
革
命
の
中
で
、
そ
の
自
由
主
義

0

0

0

0

的
意
義
に
注
目
し
た
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
（
常
本
照
樹
「
司
法
権

│
権
力
性
と
国
民
参
加
」
公
法
研
究
五
七
号
（
一
九
九
五
年
）

六
六
│
六
九
頁
、
傍
点
は
本
稿
の
筆
者
に
よ
る
）。

（
33
） 
そ
も
そ
も
、
わ
が
国
の
裁
判
所
の
使
命
は
、
諸
外
国
の
法
制
度
の
意
義
等
を
解
明
す
る
こ
と
で
は
な
い
し
、
わ
が
国
の
裁
判
所
に
は
、
諸
外
国

の
法
制
度
の
意
義
等
を
公
権
的
に
確
定
す
る
権
能
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
諸
外
国
の
法
制
度
の
意
義
等
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
裁
判

所
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
が
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
34
） 

わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
は
、
た
し
か
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
を
受
け
て
導
入
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
三
谷
太
一
郎
『
増
補　

政

治
制
度
と
し
て
の
陪
審
制

│
近
代
日
本
の
司
法
権
と
政
治
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
五
一
頁
）
が
、
こ
れ
は
、
同
時
代
的
理
解

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
後
世
の
研
究
者
等
に
よ
る
評
価
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
周
知
の
と
お
り
、
戦
前
の
わ
が
国
は
民
主
主
義
国
家
で
は
な
か
っ
た

し
、
当
時
の
政
府
は
陪
審
制
度
の
導
入
を
民
主
主
義
の
原
理
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
1
）

一
一
頁
脚
注（
8
）参
照
）。
民
主
主
義
の
原
理
と
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
判
決
が
、
そ
れ
ら
を
直
接
関
連
づ
け
さ
せ
な
い

よ
う
に
注
意
深
く
記
述
し
て
い
る
点
（
刑
集
六
五
巻
八
号
一
二
九
四
頁
）
は
精
読
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
35
） 

併
せ
て
、
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
で
は
、
法
定
陪
審
事
件
で
あ
っ
て
も
、
被
告
人
が
任
意
に
陪
審
裁
判
を
辞
退
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

も
、
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
設
計
に
関
し
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
判
決
は
そ
の
点
に
つ
い
て
の
言
及
を
避
け
て
い
る
。

（
36
） 

拙
著
・
前
掲
注（
1
）二
一
九
│
二
二
〇
頁
。

（
37
） 

拙
著
・
前
掲
注（
1
）二
二
〇
│
二
二
一
頁
。

（
38
） 

裁
判
員
制
度
は
、
陪
審
制
度
と
は
（
類
似
す
る
が
）
異
な
る
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
参
審
制
度
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
制
度
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、「
我
が
国
独
特
の
国
民
の
司
法
参
加
の
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」
の
三
点
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
の
4
に
お
い
て
、

最
高
裁
判
所
が
明
確
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
〇
一
頁
）。

（
39
） 

拙
著
・
前
掲
注（
1
）一
四
│
一
四
九
頁
。

（
40
） 

裁
判
員
制
度
登
場
以
前
の
憲
法
学
界
に
お
い
て
、
陪
審
制
度
に
関
し
て
は
、
陪
審
裁
判
を
辞
退
す
る
権
利
を
認
め
、
陪
審
の
評
決
に
裁
判
官
が

（
一
〇
八
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
四
六

拘
束
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
違
憲
で
は
な
い
と
い
う
立
場
が
通
説
で
あ
っ
た
一
方
、
参
審
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
採
用
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
見

解
が
有
力
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
伊
藤
正
己
『
憲
法
〔
第
三
版
〕』（
弘
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
五
七
〇
│
五
七
二
頁
、
笹
田
・
前
掲
注（
23
）

一
六
七
│
一
八
九
頁
、
常
本
・
前
掲
注（
32
）七
三
│
七
五
頁
。
学
説
の
整
理
の
み
な
ら
ず
政
府
見
解
も
含
め
て
、
拙
著
・
前
掲
注（
1
）二
一
五
│

二
二
四
頁
参
照
。

（
41
） 

詳
細
は
、
別
稿
「
裁
判
員
制
度
の
意
義
と
展
開
可
能
性
」
に
お
い
て
検
討
す
る
。

（
42
） 

裁
判
員
法
の
制
定
直
後
の
時
点
で
、
市
川
正
人
教
授
は
、
す
で
に
、
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
裁
判
員
制

度
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
が
、
下
級
裁
判
所
裁
判
官
の
基
本
的
な
構
成
員
性
を
侵
す
も
の
で
は
な
い
か
ど
う
か
、
ま
た
、
公
平
な
裁
判
所
の
刑
事
裁

判
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
い
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
た
（
市
川
・
前
掲
注（
23
）四
三

頁
）。
本
判
決
に
お
い
て
裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
を
基
礎
づ
け
る
も
の
は
、
ま
さ
に
市
川
教
授
が
指
摘
し
て
い
た
と
お
り
、
()α
（
公
平
な
裁
判

所
の
刑
事
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
）
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
と
、
()β
下
級
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
官
の
基

本
的
担
い
手
性
の
二
つ
で
あ
る
。

（
43
） 

大
久
保
太
郎
「
裁
判
員
制
度
案
批
判
（
続
）（
上
）

│
合
憲
性
へ
の
疑
問
及
び
そ
の
他
の
諸
問
題
」
判
例
時
報
一
七
七
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）

三
│
四
頁
、
香
城
敏
麿
『
憲
法
解
釈
の
法
理
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
五
二
七
頁
、
西
野
・
前
掲
注（
21
）九
五
│
九
九
頁
。

（
44
） 

憲
法
が
要
請
す
る
公
正
な
「
裁
判
所
」
に
お
け
る
法
と
証
拠
に
基
づ
く
適
正
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
制
度
的
に
保
障
す
る
た
め
の
裁
判
員

制
度
の
不
可
欠
な
構
成
要
素
（
評
議
に
お
け
る
自
由
な
意
見
表
明
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
）
と
し
て
、
本
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
が
、
評

議
の
経
過
等
に
関
す
る
裁
判
員
へ
の
守
秘
義
務
と
裁
判
員
に
対
す
る
請
託
・
威
迫
等
の
禁
止
を
明
示
的
に
挙
げ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

裁
判
員
等
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
制
度
設
計
段
階
か
ら
批
判
が
見
ら
れ
、
制
度
施
行
後
も
な
お
、
そ
の
範
囲
の
明
確
化
や
緩
和
を
求
め
る
意

見
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
三
島
聡
教
授
は
、
裁
判
員
に
対
し
て
罰
則
を
担
保
と
し
て
守
秘
義
務
を
課
し
て
い
る
た
め
、
裁
判
員
裁
判
の
「
評
議

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
ま
ま
ま
っ
た
く
検
証
が
で
き
な
」
い
こ
と
を
問
題
視
す
る
（
三
島
聡
「
評
議
の
適
正
の
確
保
と
評
議
の
秘
密
」
法
律
時

報
八
四
巻
九
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
二
│
四
三
頁
）。
大
城
聡
弁
護
士
と
牧
野
茂
弁
護
士
も
、
評
議
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

非
難
し
た
う
え
で
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
等
に
よ
る
守
秘
義
務
の
緩
和
を
求
め
る
提
言
等
を
紹
介
す
る
が
、
論
者
ら
は
、
裁
判
員
経
験
者
が
近
親
者

（
一
〇
八
八
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
四
七

に
対
し
て
す
ら
評
議
の
内
容
等
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
苦
痛
と
感
じ
、
守
秘
義
務
の
存
在
が
裁
判
員
に
と
っ
て
重
い
心
理
的
負
担
に
な
る

と
い
う
こ
と
に
力
点
を
置
く
（
大
城
聡
＝
牧
野
茂
「
裁
判
員
の
義
務
・
負
担
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
九
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
五
│
二
九
頁
）。

梓
澤
和
幸
弁
護
士
は
、「
職
業
裁
判
官
の
合
議
体
こ
そ
国
民
監
視
の
対
象
の
中
心
に
お
か
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
立
場
か
ら
、「
職
業
裁
判
官
に
は
守

秘
義
務
違
反
に
つ
き
一
切
刑
事
罰
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
」
一
方
で
、「
裁
判
員
は
守
秘
義
務
に
つ
き
終
身
刑
事
罰
に
よ
る
威
嚇
が
つ
い
て
ま
わ
る
」

こ
と
に
な
る
か
ら
、「
裁
判
員
の
守
秘
義
務
違
反
刑
事
処
罰
規
定
は
立
法
論
上
撤
廃
す
べ
き
で
あ
り
、
運
用
は
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
す
る

が
、
論
旨
は
、
特
に
、
裁
判
員
と
裁
判
官
と
の
守
秘
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則
の
有
無
の
差
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
（
梓
澤
和
幸
「
裁
判
員
制
度

と
公
開
」
山
梨
学
院
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
五
│
五
六
頁
）。

立
案
担
当
者
に
よ
る
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
裁
判
員
法
七
〇
条
一
項
の
評
議
の
秘
密
に
つ
い
て
守
秘
義
務
（
九
条
二
項
）
を
課
し
た
趣
旨

は
、「
裁
判
の
公
正
や
こ
れ
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
評
議
に
お
け
る
自
由
な
意
見
表
明
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
」。
そ
し
て
、
㈠

評
議
の
経
過
に
関
し
て
、
評
議
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
論
点
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
よ
い
こ
と
と
す
る
と
、
後
に
な
ぜ
そ

の
論
点
を
議
論
し
た
の
か
な
ど
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
評
議
に
お
い
て
、
各
構
成
員
が
自
由
闊
達
に
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
㈡
裁
判
官
・
裁
判
員
の
意
見
に
関
し
て
、
個
々
の
意
見
が
明
ら
か
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
評
議
に
お
け
る
自

由
な
意
見
表
明
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
（
た
と
え
発
言
者
が
特
定
さ
れ
な
い
形
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
具
体
的
内
容
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
自
体
が
、
そ
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
る
原
因
と
な
る
）、
㈢
意
見
の
多
少
の
数
に
関
し
て
、
全
員
一

致
で
罪
責
が
決
ま
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
個
々
の
裁
判
員
の
意
見
を
明
ら
か
に
す
る
の
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
意
見
の
分
布
を
公
表
す
れ
ば
、
裁

判
員
の
う
ち
だ
れ
が
ど
ち
ら
の
意
見
を
述
べ
た
の
か
と
い
う
詮
索
を
招
き
、
個
々
の
裁
判
員
に
無
用
な
負
担
を
か
け
、
い
ず
れ
に
せ
よ
評
議
に
お
け

る
自
由
な
意
見
表
明
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
㈣
評
議
に
お
け
る
自
由
な
意
見
表
明
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
評
議
の
結
果
と
し
て
適
正
な

結
論
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
裁
判
の
公
正
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
ひ
い
て
は
裁
判
の
公
正
に
対
す
る

信
頼
も
確
保
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
㈤
無
罪
判
決
の
確
定
後
に
、
評
決
に
お
い
て
相
当
数
の
有
罪
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
、
裁
判
の
公
正
へ
の
信
頼
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
辻
裕
教
「「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
の
解

説
（
3
）」
法
曹
時
報
六
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
九
九
│
一
〇
〇
頁
）。
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
を
他
に
求
め
る
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
裁
判
員
法

（
一
〇
八
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
四
八

一
条
に
定
め
る
「
司
法
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
と
そ
の
信
頼
の
向
上
に
資
す
る
」
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
討
議
民
主
主
義
理
論
の
見
地
か

ら
評
議
に
お
け
る
討
議
性
を
重
視
す
る
本
稿
の
筆
者
の
立
場
か
ら
は
、
評
議
の
秘
密
に
係
る
守
秘
義
務
が
、
裁
判
の
公
正
や
こ
れ
に
対
す
る
信
頼
の

0

0

0

確
保

0

0

と
評
議
に
お
け
る
裁
判
員
の
自
由
な
意
見
表
明
の
保
障

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
要
請
さ
れ
る
と
す
る
、
こ
の
説
明
は
説
得
的
な
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
。
な
お
、

評
議
の
秘
密
以
外
の
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
に
も
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
る
（
九
条
二
項
）
が
、
そ
の
典
型
例
と
し
て
は
、
審
理
の
過
程
で
知
っ
た
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
秘
密
や
法
人
そ
の
他
の
団
体
・
機
関
の
秘
密
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
辻
裕
教
「「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に

関
す
る
法
律
」
の
解
説
（
1
）」
法
曹
時
報
五
九
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
九
頁
）。
裁
判
員
法
一
〇
八
条
は
、
現
に
裁
判
員
で
あ
る
者
（
一

項
）
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
員
の
職
に
あ
っ
た
者
に
対
し
て
も
（
二
項
）、
守
秘
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の
趣
旨
と
し
て
は
、

「
評
議
の
秘
密
以
外
の
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
…
…
を
保
護
す
る
必
要
性
は
、
裁
判
終
了
の
前
後
を
通
じ
て
何
ら
変
わ
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
」、「
評
議
の
秘
密
の
う
ち
裁
判
官
若
し
く
は
裁
判
員
の
意
見
又
は
そ
の
多
少
の
数
に
つ
い
て
は
、
裁
判
終
了
後
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
公
に
さ
れ

る
と
評
議
に
お
け
る
意
見
表
明
の
自
由
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
特
に
大
き
く
、
裁
判
の
公
正
さ
、
こ
れ
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
う
お
そ
れ
も
大
き

い
こ
と
」、
そ
し
て
、「
財
産
上
の
利
益
そ
の
他
の
利
益
を
得
る
目
的
で
評
議
の
秘
密
を
漏
示
す
る
行
為
は
、
…
…
特
に
悪
質
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
辻
裕
教
「「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
の
解
説
（
5
・
完
）」
法
曹
時
報
六
一
巻
二
号

（
二
〇
〇
九
年
）
一
六
五
頁
）。

三
島
教
授
は
、「
評
議
の
内
容
を
秘
密
に
す
る
こ
と
は
、
評
議
に
お
け
る
自
由
な
意
見
表
明
や
そ
れ
を
通
じ
た
評
議
の
適
正
、
裁
判
の
公
正
・
公

正
へ
の
信
頼
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
」
く
、「
た
ん
に
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
外
的
な
環
境
を
整
え
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
し
、「
評
議

の
秘
密
を
絶
対
視
し
て
、
自
由
な
意
見
表
明
や
裁
判
の
公
正
へ
の
信
頼
に
た
い
す
る
抽
象
的
な
危
険
が
わ
ず
か
で
も
あ
れ
ば
、
開
示
を
禁
止
す
る
と

い
う
姿
勢
は
妥
当
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
裁
判
員
の
任
務
が
終
了
し
た
判
決
言
渡
し
後
の
意
見
の
開
示
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
守
秘
義
務
を

緩
和
す
べ
き
と
の
種
々
の
提
言
を
す
る
（
三
島
・
前
掲
「
評
議
の
適
正
の
確
保
と
評
議
の
秘
密
」
四
四
│
四
五
頁
）。
も
っ
と
も
、（
た
し
か
に
「
守

秘
義
務
を
緩
和
す
れ
ば
、
判
決
言
渡
し
後
に
裁
判
員
…
…
が
発
言
者
を
特
定
せ
ず
に
評
議
の
経
過
等
を
対
外
的
に
語
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
に

な
」
り
、「
評
議
過
程
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
実
際
の
裁
判
員
裁
判
で
評
議
が
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
概
略
が
外
部
の
者
に
も
わ
か
る
よ
う
に
な
る
」
と
し
て
も
）
守
秘
義
務
の
緩
和
が
評
議
の
適
正
さ
の
確
保
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い
と
い

（
一
〇
九
〇
）



裁
判
員
制
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憲
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（
柳
瀬
）

一
四
九

う
こ
と
を
三
島
教
授
は
認
め
て
い
る
（
四
六
頁
）。
な
お
、
論
者
は
、
守
秘
義
務
の
緩
和
に
よ
っ
て
「
評
議
の
適
正
が
十
分
に
「
確
保
」
さ
れ
る
か

は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
」
た
め
、「
事
後
の
参
加
者
の
発
言
と
い
う
間
接
的
な
方
法
に
よ
ら
ず
に
、
評
議
過
程
そ
の
も
の
を
直
接
検
証
で
き
る
仕
組

み
」
と
し
て
、
評
議
室
に
録
画
・
録
音
機
器
を
持
ち
込
み
、
評
議
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
録
画
・
録
音
し
、
研
究
や
研
修
を
目
的
と
す
る
場
合
に
限
定

し
て
開
示
を
認
め
る
べ
き
と
主
張
す
る
（
四
六
│
四
七
頁
）。「
録
画
・
録
音
を
評
議
参
加
者
が
意
識
し
て
自
由
な
意
見
交
換
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
」
を
論
者
自
身
も
認
め
る
も
の
の
、
そ
れ
は
「
研
究
や
研
修
の
た
め
の
評
議
過
程
そ
の
も
の
の
開
示
を
完
全
に
否
定
し
て
し
ま
う
理
由

に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
も
述
べ
る
（
四
七
頁
）。
興
味
深
い
提
案
で
は
あ
る
が
、
評
議
に
お
け
る
討
議
性
を
重
視
す
る
本
稿
の
筆
者

は
、
裁
判
員
の
自
由
な
意
見
表
明
が
阻
害
さ
れ
う
る
危
険
性
を
強
く
警
戒
す
る
。
裁
判
の
公
正
や
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
確
保
と
評
議
に
お

け
る
裁
判
員
の
自
由
な
意
見
表
明
の
保
障
（
こ
れ
ら
は
被
告
人
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
障
の
前
提
と
な
る
）
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
研
究
や
研

修
は
重
要
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

守
秘
義
務
の
存
在
が
裁
判
員
に
と
っ
て
重
い
心
理
的
負
担
に
な
る
と
の
主
張
は
、
裁
判
員
の
職
に
あ
っ
た
者
の
実
際
の
感
想
と
は
整
合
し
な
い
。

裁
判
員
経
験
者
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
守
秘
義
務
に
関
す
る
意
見
・
感
想
に
よ
れ
ば
、「
守
秘
義
務
の
負
担
の
有
無
に
つ
い
て
述
べ

た
者
は
合
計
205
人
で
あ
る
が
、
負
担
を
感
じ
る
と
す
る
者
は
26
人
に
と
ど
ま
り
、
179
人
は
守
秘
義
務
の
負
担
は
（
ほ
と
ん
ど
）
な
い
と
し
て
い
る
」

と
い
う
。
ま
た
、「
守
秘
義
務
の
要
否
に
つ
い
て
述
べ
た
者
は
合
計
81
人
で
あ
る
が
、
必
要
で
あ
る
と
す
る
者
が
73
人
で
あ
り
、
緩
和
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
者
は
8
人
で
あ
る
」
と
い
う
（
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
「
裁
判
員
裁
判
実
施
状
況
の
検
証
報
告
書
」（
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
三
六
頁
）。

な
お
、
職
業
裁
判
官
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注（
1
）八
五
頁
注（
150
）参
照
。

憲
法
学
の
見
地
か
ら
は
、
例
え
ば
、
青
野
篤
准
教
授
は
、「
表
現
の
自
由
に
対
す
る
制
約
で
あ
る
以
上
、
そ
の
規
制
手
段
は
、
必
要
最
小
限
度
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
か
ら
「
義
務
違
反
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
、
懲
役
刑
ま
で
正
当
化
さ
れ
る
か
は
疑
問
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
（
青
野

篤
「
裁
判
員
制
度
の
憲
法
学
的
一
考
察

│
裁
判
員
制
度
合
憲
判
決
（
東
京
高
等
裁
判
所
2010
年
4
月
22
日
）
を
踏
ま
え
て
」
大
分
大
学
経
済
論
集

六
二
巻
五
＝
六
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
二
七
頁
）。
し
か
し
な
が
ら
、
秘
密
漏
示
罪
の
法
定
刑
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
が
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
家
公
務
員
法
一
〇
九
条
一
二
号
と
の
均
衡
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
裁
判
員
等
に
対
し
て
は
同
条
の
適
用
は
な
く
、
裁
判

員
法
一
〇
八
条
の
み
が
適
用
さ
れ
る
）。
現
行
の
裁
判
員
法
一
〇
八
条
の
定
め
る
法
定
刑
は
、
裁
判
員
が
一
般
の
国
家
公
務
員
の
職
に
あ
る
者
と
は

（
一
〇
九
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
五
〇

異
な
り
、
無
作
為
抽
出
を
基
本
と
し
て
選
定
さ
れ
た
一
般
の
国
民
で
あ
り
、
必
ず
し
も
自
ら
は
希
望
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
職
務
を
行
う

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
請
と
、
秘
密
漏
示
行
為
の
悪
質
さ
や
個
々
の
犯
情
に

応
じ
た
適
切
な
処
罰
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
法
定
刑
と
し
て
守
秘
義
務
の
遵
守
を
確
実
に
担
保
す
る
と
い
う
要
請
の
両
者
を
勘
案
し
た
結
果
で
あ
る

（
辻
・
前
掲
「「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
の
解
説
（
5
・
完
）」
一
六
四
頁
）。
ま
た
、
青
野
准
教
授
は
、
裁
判
員
の
職
に

あ
っ
た
者
に
対
す
る
守
秘
義
務
に
関
し
て
は
、
評
議
の
経
過
に
つ
い
て
は
、「
裁
判
長
の
評
議
に
お
け
る
2
つ
の
義
務
（
裁
判
員
法
66
条
3
項
・
5

項
）
を
誠
実
に
尽
く
し
た
か
否
か
を
事
後
的
に
検
証
す
る
た
め
に
も
、
公
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
」
あ
り
、
ま
た
、
意
見
表
明
の
規
制
に

つ
い
て
は
、「
自
ら
が
関
わ
っ
た
裁
判
に
つ
い
て
の
自
ら
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
裁
判
の
信
頼
性
を
「
著
し
く
」
害
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
主
張
す
る
（
青
野
・
前
掲
「
裁
判
員
制
度
の
憲
法
学
的
一
考
察
」）。
こ
の
点
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
で
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
と
お
り
、
裁
判
員
制
度
の
設
計
の
基
本
的
視
点
と
し
て
、
裁
判
官
と
裁
判
員
と
の
関
係
は
協
働
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
て
ら
れ
て
お
り
、
裁
判

官
に
対
す
る
不
信
感
を
前
提
と
し
て
、
裁
判
員
を
も
っ
て
裁
判
官
を
監
視
さ
せ
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
制
度
で
は
な
い
こ
と
を
想
起
す
る
と
き
、
基

本
的
な
視
座
が
ず
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
指
摘
は
、
評
議
に
お
け
る
事
後
検
証
の
必
要
性
を
論
拠
と
す
る
他
の
守
秘
義
務
緩

和
論
者
に
対
す
る
も
の
と
し
て
も
妥
当
す
る
）
し
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
著
し
い
か
否
か
は
程
度
の
問
題
で
あ
る
が
、
一
定
の
程
度
で
あ
っ

て
も
裁
判
の
信
頼
性
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
（
司
法
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
と
そ
の
信
頼
の
向
上
）
と

矛
盾
す
る
制
度
設
計
の
提
案
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
被
告
人
が
裁
判
員
の
守
秘
義
務
の
規
定
の
違
憲
性
を
主
張
し
裁
判
員
裁
判
の

第
一
審
の
判
決
の
破
棄
を
求
め
て
控
訴
し
た
と
い
う
仮
想
事
例
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
柴
田
憲
司
「
裁
判
員
の
守
秘
義
務
と
表
現
の
自
由
」
小

山
剛
ほ
か
編
『
判
例
か
ら
考
え
る
憲
法
』（
法
学
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
二
五
五
頁
が
あ
る
。

（
45
） 

裁
判
員
六
人
全
員
が
無
罪
の
意
見
で
な
く
と
も
、
五
人
の
裁
判
員
が
無
罪
の
意
見
（
一
人
の
裁
判
員
が
有
罪
の
意
見
）
で
あ
れ
ば
、
同
じ
こ
と

が
い
え
る
。

（
46
） 

西
野
・
前
掲
注（
21
）九
五
頁
（
原
文
マ
マ
）。

（
47
） 

芦
部
信
喜
（
高
橋
和
之
補
訂
）『
憲
法
〔
第
六
版
〕』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
三
五
六
頁
。

（
48
） 

芦
部
・
前
掲
注（
47
）三
五
七
頁
。
芦
部
信
喜
教
授
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
司
法
権
独
立
の
核
心
」
で
あ
る
と
さ
れ
、「
単
に
、
他
の
指
示
・
命

（
一
〇
九
二
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
五
一

令
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
事
実
上
、
他
の
機
関
か
ら
裁
判
に
つ
い
て
重
大
な
影
響
を
受
け
な
い
と
い
う
要
請
を
も
含
ん
で
い
る
」

と
も
い
う
（
同
頁
）。

（
49
） 
拙
著
・
前
掲
注（
1
）二
二
二
│
二
二
四
頁
。

（
50
） 
こ
の
点
、
西
野
喜
一
教
授
は
、「
こ
う
い
う
点
か
ら
制
度
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
に
対
し
て
、
制
度
は
憲
法
違
反
で
は
な

い
（
憲
法
は
許
容
し
て
い
る
）
か
ら
憲
法
違
反
で
は
な
い
の
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
で
は
た
だ
の
循
環
論
法
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
西

野
・
前
掲
注（
12
）二
〇
一
頁
）。

（
51
） 

西
野
＝
矢
野
・
前
掲
注（
3
）三
二
一
│
三
二
二
頁
。

（
52
） 

も
っ
と
も
、
弁
護
人
は
、「
第
一
審
（
千
葉
地
方
裁
判
所
）
の
裁
判
員
た
ち
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
（
刑
集
六
五
巻
八

号
一
三
三
一
頁
）、
本
件
に
お
い
て
も
「
裁
判
が
国
民
の
感
覚
的
な
判
断
に
支
配
さ
れ
」
た
と
は
主
張
し
て
い
な
い
。
調
査
官
解
説
も
、
感
覚
的
な

判
断
に
支
配
さ
れ
る
裁
判
と
い
う
こ
と
は
、
弁
護
人
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
こ
と
は
承
知
の
う
え
で
、「
こ
の
判
示
部
分
は
、
裁
判
員
制
度

に
対
し
、
裁
判
が
国
民
の
感
覚
的
な
判
断
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
批
判
・
懸
念
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
批
判
・
懸

念
に
対
す
る
応
答
を
す
る
の
が
相
当
と
の
考
え
か
ら
判
断
が
示
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
」
る
と
し
て
い
る
（
西
野
＝
矢
野
・
前
掲
注（
3
）三
二
三

頁
、
傍
点
は
本
稿
の
筆
者
に
よ
る
）。
つ
ま
り
、
か
か
る
判
示
は
、
本
件
の
当
事
者
が
主
張
し
て
い
な
い
、
裁
判
員
制
度
へ
の
仮
想
的
な
批
判
に
対

す
る
（
裁
判
所
に
よ
る
）
予
防
的
な
反
論
と
も
い
う
べ
き
部
分
で
あ
る
。

（
53
） 

裁
判
員
六
人
全
員
が
有
罪
の
意
見
で
な
く
と
も
、
四
人
以
上
の
裁
判
員
が
有
罪
の
意
見
（
二
人
以
下
の
裁
判
員
が
無
罪
の
意
見
）
で
あ
れ
ば
、

同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
は
、
一
人
の
裁
判
官
と
四
人
の
裁
判
員
が
有
罪
の
意
見
で
、
二
人
の
裁
判
官
と
二
人
の
裁
判
員
が
無
罪

の
意
見
と
い
っ
た
五
対
四
と
い
う
僅
差
で
有
罪
無
罪
の
意
見
が
分
か
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
評
議
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
ろ
う
。

（
54
） 

た
だ
し
、
本
判
決
が
、
裁
判
員
に
実
質
的
に
評
決
権
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
そ
の
意
義
を
全
面
的
に
否
定
す
る
の

で
は
な
く
、「
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
意
義
の
重
要
な
部
分

0

0

0

0

0

が
没
却
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
」
な
い
（
傍
点
は
本
稿
の
筆
者
に
よ
る
）
と

し
て
、
意
義
の
部
分
的
な
否
定
と
い
う
評
価
に
と
ど
め
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。

評
決
と
い
う
手
続
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
刑
事
裁
判
へ
の
参
加
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
本
質
的
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
は
い

（
一
〇
九
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
五
二

え
な
い
。
か
り
に
評
決
権
が
裁
判
員
に
与
え
ら
れ
ず
、
裁
判
員
が
裁
判
官
と
と
も
に
公
判
廷
で
審
理
に
臨
み
、
評
議
に
お
い
て
事
実
の
認
定
・
法
令

の
適
用
・
刑
の
量
定
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
の
み
の
（
評
決
に
関
与
で
き
な
い
）
制
度
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
参
加
は
、
あ
る
程
度

は
、
司
法
に
対
す
る
理
解
の
増
進
と
そ
の
信
頼
の
向
上
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。
現
に
、
現
行
の
裁
判
員
制
度
の
下
で
も
、
評
決
権
の
な
い
補
充
裁
判

員
の
参
加
の
意
義
に
関
し
て
、
補
充
裁
判
員
に
は
評
決
権
が
な
い
の
だ
か
ら
司
法
に
対
す
る
理
解
の
増
進
と
そ
の
信
頼
の
向
上
に
は
寄
与
し
な
い
な

ど
と
す
る
議
論
は
見
受
け
ら
れ
な
い
（
む
し
ろ
、
補
充
裁
判
員
の
参
加
は
、
評
決
権
を
も
つ
裁
判
員
の
参
加
と
同
様
に
、
司
法
に
対
す
る
理
解
の
増

進
と
そ
の
信
頼
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）。

こ
こ
で
着
目
し
た
箇
所
か
ら
、
評
決
と
い
う
要
素
は
司
法
参
加
の
本
質
的
構
成
部
分
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
（
あ
る
い
は
、
評
決
権
な

き
参
加
と
い
う
制
度
設
計
も
ま
っ
た
く
意
義
が
な
い
も
の
で
は
な
い
）
と
、
最
高
裁
判
所
が
明
言
せ
ず
と
も
含
意
し
て
い
る
と
読
む
の
は
、
深
読
み

で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
陪
審
に
拘
束
力
の
な
い
わ
が
国
の
旧
陪
審
制
度
を
含
め
て
陪
審
制
度
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
本
判

決
の
立
場
と
も
整
合
す
る
。

（
55
） 

高
橋
和
之
『
立
憲
主
義
と
日
本
国
憲
法
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
六
八
頁
。
下
級
裁
判
所
の
裁
判
体
に
つ
い
て
、「
裁
判
官

だ
け
で
構
成
す
べ
き
だ
と
定
め
た
規
定
は
な
い
が
、
裁
判
官
が
一
人
も
入
ら
な
い
裁
判
所
を
許
容
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
一
般
国
民
が
参
加
す

る
に
し
て
も
、
や
は
り
裁
判
所
の
中
心
的
役
割
は
裁
判
官
に
よ
り
担
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
被
告
人
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
裁
判
所
が

政
治
的
圧
力
や
一
時
的
激
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
法
に
従
っ
た
裁
判
を
行
い
う
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
法
の
訓
練
を
受
け
た
「
裁

判
官
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
…
…
日
本
国
憲
法
で
は
、
国
民
主
権
の
下
に
国
民
の
参
加
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
か
ら
、「
裁
判
所
」
に
一
般
国
民
が

参
加
す
る
こ
と
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
が
、「
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
」
を
形
骸
化
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
二
六
七
│
二
六
八

頁
）。
こ
の
よ
う
に
裁
判
官
の
基
本
的
担
い
手
性
を
制
度
の
合
憲
性
の
基
礎
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
本
文
引
用
箇
所
に
続
け
て
い
る
。

（
56
） 

司
法
制
度
改
革
審
議
会
「
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書

│
21
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
司
法
制
度

│
」（
二
〇
〇
一
年
六
月
）
一
〇
三
頁
。

（
57
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
二
九
八
頁
。

（
58
） 

た
だ
し
、
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
田
邉
信
好
「
裁
判
員
法
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
決
の
重
大
な
誤
り
」
週
刊
法
律

新
聞
一
九
三
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
五
頁
（「
裁
判
体
の
構
成
に
つ
い
て
通
常
の
裁
判
所
と
異
な
る
構
成
を
し
た
上
、
裁
判
員
に
評
議
・
評
決
権
ま

（
一
〇
九
四
）



裁
判
員
制
度
の
憲
法
適
合
性
（
柳
瀬
）

一
五
三

で
認
め
れ
ば
、
審
理
・
裁
判
の
統
一
を
期
す
こ
と
が
で
き
ず
、
憲
法
第
14
条
で
保
障
す
る
法
の
下
の
平
等
の
原
則
に
反
し
、
憲
法
第
37
条
第
1
項
で

保
障
す
る
公
平
な
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
が
で
き
な
く
な
る
」
し
、「
裁
判
員
裁
判
の
対
象
事
件
は
、
殺
人
、
放
火
等
の
重
大
事
件
…
…
に
限
定
さ
れ
、

そ
の
他
の
一
般
事
件
…
…
は
従
前
ど
お
り
、
裁
判
官
ば
か
り
で
裁
判
を
し
て
い
る
」
が
、「
こ
れ
ら
の
諸
点
を
総
合
す
れ
ば
、
裁
判
員
裁
判
は
、
憲

法
76
条
第
2
項
で
禁
ず
る
「
特
別
裁
判
所
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」）。

（
59
） 

西
野
・
前
掲
注（
6
）一
〇
〇
頁
。

（
60
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
〇
九
│
一
三
一
〇
頁
。

（
61
） 

引
用
し
た
清
宮
四
郎
『
憲
法
Ⅰ
』
が
何
版
で
あ
る
か
が
上
告
趣
意
書
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
記
載
さ
れ
て
い
る
頁
数
に
基
づ
き

該
当
す
る
も
の
を
探
索
し
た
。
な
お
、
最
新
版
で
あ
る
同
書
第
三
版
（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）
三
四
三
│
三
四
四
頁
に
お
い
て
も
、
特
別
裁
判
所

に
係
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
な
い
。

（
62
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
一
〇
│
一
三
一
二
頁
。

（
63
） 

刑
集
六
五
巻
八
号
一
三
五
一
頁
。

（
64
） 

芦
部
・
前
掲
注（
47
）三
四
七
頁
。

（
65
） 

「
特
定
の
種
類
の
事
件
だ
け
を
扱
う
裁
判
所
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
最
高
裁
判
所
の
系
列
外
の
裁
判
所
に
属
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
い
う
特
別

裁
判
所
に
は
あ
た
ら
な
い
」（
野
中
俊
彦
ほ
か
『
憲
法
Ⅱ
〔
第
五
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
二
三
六
頁
（
野
中
俊
彦
執
筆
））。
近
時
の
概
説

書
で
は
、
定
義
の
前
段
部
分
を
挙
げ
ず
に
、
端
的
に
「
一
般
的
に
司
法
権
を
行
う
通
常
裁
判
所
の
系
列
に
属
す
る
裁
判
所
で
は
な
い
裁
判
所
の
こ
と

で
あ
る
」
と
定
義
す
る
も
の
も
あ
る
（
毛
利
透
ほ
か
『
憲
法
Ⅰ　

統
治
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
二
七
八
頁
）。

（
66
） 

裁
判
員
の
職
務
等
の
意
に
反
す
る
苦
役
該
当
性
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
の
裁
判
の
選
択
権
（
裁
判
員
裁
判
の
辞
退
権
）
の
問
題
と
併
せ
て
、
筆

者
は
、「
裁
判
員
の
職
務
等
と
被
告
人
の
裁
判
選
択
権
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
」
と
題
す
る
別
稿
に
お
い
て
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
一
〇
九
五
）
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